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日本の 4 大新聞に おける皇室報道の 比較研究
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　In　newspapers ，　the　positive　Qr 　negative 　weight 　of 　va ユue （
“
semio −we 璃ht”）of　an 　event 　is　expressed 　by　the

positionillg　of 　the 　artic 監e，　the 　scale 　of 　headlines　arid　the 　selection 　of　key　wo π
’ds，　This　paper　analyzes 　the

differences　of 　expressions 　reporti 皿 g　the　unexpected 　statement 　of 　Prince　Naruhito　about 七he　health　of

princess　Masako．伽 o　scales　measuh   the　reverence 　for　the　royal　family　were 　developed　in　cons 工deration　of
the　positioning　of　articles．　One　is　the　NWP （News　Weight　Pattern），the　o しher　is　the　SRW 〔Startline　Reverence
Weight），　Seエnio −graphic　analysis 　was 　applied 　to　a 皿 alyze 　the 　differences　between 　four　major 　Japanese

newspapers ，　as　well 　as　newspapers 　of　the　Kingdom　of　Thailand，　Considerable　differences　of　the　reverence

weight 　for　the　Royal　farnily　were 　observed 　in　tenms　of　NWP 　and 　SRW ．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 抄　　　録

　2004年 5 月10日の 記者会見に お ける 皇太子の 「人格否定」発言 を 日本の 4 大新聞が どの よ うに報道 した

か、荷 重 グ ラ フ を作 成 して 比 較分析 した。は じめ に 、同 じ く王 室 を戴 くタ イ 国に お ける 王 室 報 道 を概観 し

た。記事 の 割付け と面積 を グ ラ フ ィ カ ル に 表現す る パ タ
ーン グ ラ フ （NWP ） を 開発する と と も に、「敬意

度」 を測定する た め に 記事 の 開始段数 を指標化 （SRW ） し た 。 タ イ に お い て は す べ て の 王 蜜報道 が 第 1

段 か ら掲載 され る の に対 し、日本の 新聞に は か な りの バ ラ ツ キ が 見ら れ た。産経、読売 が 「敬意度」の 得

点が 高く、朝 日、毎 日の 得点が 低い こ とが グ ラ フ 表示か ら 明 らか に なっ た。

キ
ー

ワ
ー

ド ； 皇太子　入格否定発爵　皇室報道　見出 し　新聞　内容分析　 ソ シ オ ン
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概要

　2004年 5 月10日、欧州訪問前の 記者会見にお い て皇太子 殿下 は雅子 妃に対する 「人格を

否定す るような動 き」があ っ た 、 と発言 された 。 本稿
1
はこ の 「人格否定」発言 に関連 して、

（A ）朝日 ・（S）産経 ・（M ）毎日 ・（Y）読売の 各新聞が 、 ど の よ うな荷重 （重み づ け）報

道
2
を展開 したか を実証 的に分析す る。

　第 1章で は 、 タイ の 新聞にお ける王室の あつ か い 方を取 りあげ、 「王室」に対する 「敬意」

の 表現法 を検討 し、記事が始 まる段 の 「高 さ」 と見出 しの 「敬語」 に注 目する 。 記事の 割

付け位置の 「高さ」が敬意の 度合をあらわ す と仮定して、そ の 度合 （荷重量 ）を視覚的に

表現す る手法を開発す る 。

　第 1 章で は 、 「人格否定」発言に関する報道記事の大 きさ 、 記事の 開始位置 、 見出し中

の敬語表現 （「ご」）に 注 目し、各要素 を定量化す る 。 得 られた デ ータ か ら 「時系列荷重グ

ラ フ （Diachronic　graphs　of　Semio−Weights）」と、「開始段荷重 グ ラ フ （Start−line　Reverence

Weights ［SRW ］）」 を作成 し、各紙 の 特徴 を分析す る 。

　第皿章は 、「人格否定」発言に 関連する記事デ
ー

タを分析 し、各紙の皇室 に対する報道

1　 本稿は、タ イか らの 留学生で ある チ ャ
ー

ン
・

ハ ン ナ ロ ン が 2005年度 の 関西大学大学院社 会学研究科 に提出 した 修

士 論文 （H   o   ，2005） を もとに 板村 と木村 が加筆｛1“．正 した もの で あ る．
　 　 ハ ン ナ ロ ン は 来 日 して か ら、皇室や 宗教、両国 と も植民 地支配 を され なか っ た こ とな ど、日本 と タ イに は 共通

　 点が 数多 くあ る こ と に気 づ い た。しか し、そ の
一
方で 多 くの 違い を感 じた。た とえ ば、日本 に は 寺院 の 数に 対 し

　 て 僧侶が 少 な く、街 や 学校 で 国旗 を見か ける こ とが ほ と ん ど ない 。ま た、タ イ で は 毎日王 室 に 関す る報 道が 行わ

　 れるが、日本 で は天皇 誕生 日で あ っ て もテ レ ビや新 聞で はほ とんど報 道 され るこ とは ない 。同 じ王室 （皇室） を

　 　もつ ア ジ ア の 国 で あ る に もか か わ らず、日本 とタ イの 問 で こ の よ うな違い が ある こ とに違和感 を覚 えた。こ の こ

　 とが き っ か けで、筆者 らは 日本 の メデ ィ ア に お け る皇室 の 扱い 方に 関心 を も ち、日本 と タ イ の 皇 室 報道 の 比 較研

　 究 を始め た。

2　 「荷重 」（Seml  一welght ）は、情報を授 受す る ソ シ オ ン （人 間あ るい は その 集団）が、表象や コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・

　 チ ャ ン ネル に 「備給」 す る 「予 期 ポ テ ン シ ャ ル 」で、デ キ ゴ トの 重要性 とそ の 性 質に応 じて 、好悪、賛否 か ら信

　
一

不信 と い っ た 分極性を しめ す と仮定 され る s こ の 「荷重」の 大／小 と正 ／負の 分極 に よ っ て 、伝え ら れる デ キ

　 ゴ トの 重要性 や信 憑性 の程 度、つ ま りリア リテ ィ の 度合 い が、受け手 に おい て あ らか じめ誘導 的に 決定 される、

　 と考え られ る．（木村他 2004 ：91）

　また、社 会的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に おける 「情報 」は、伝達 され る 「内容 （メ ッ セ ージ ）」 とそ の 「荷重 （信

頼性 〕」の 2 つ の 要素か ら成 り、次 の ように あ らわす こ とがで きる。

情報 ＝メ ッ セ
ー

ジ × 荷重

価 f・ rmati ・・1＝Message × Wetghし血9）

　
・一

般 に、受け手 の 意識 は語 られ る 「内容」 を指 向する が、そ の 内容 の 「リア リ テ ィ 」 （信憑性 や 重 要 度）は、
こ の 「荷重 」 に よ っ て 無意識 の うちに （しば しば内容 に 優先 して D 伝達 され読み と られ る 。（木村他 2004 ：91）

本稿 が分析 しよ うとす る の は、新聞紙 面 を張 る無意 識の 次元 で あ る とい っ て よい 。記事の 面積や 見出 しの 大 き

さ、文 字数、写真、記事の 割付 位置 な どが、読者 の無 意識 を構 成す る 「荷重 」要素 と考え られ る 。
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姿勢を検討する 。 「記事開始段荷重 グラ フ （Start−line　Reverence　Weights ［SRW ］）」 よ り得

た 開始段 数 の そ れぞれ に評価 点数 をあた えて 、 「開始段荷重 指数 （Start−line　Reverence

Weights　lndex ［SRWI ］）」 を算 出する 。　 SRWI は皇室 に対する 「敬意の 度合 い （敬 意度）」

をあらわす と考え られ る 。

　最後に、第W 章で は、本稿 の 分析で 得 られ た知見を もとに天皇 ・皇后両陛下の 「サイパ

ン 慰霊」 （2005年 6 月25日）に関す る報道 を検証 し、 今後の 課題 を展望する 。

1　序論

1 − 1 タイにお ける王 室の報道

　タイ王 国の 国民に とっ て国王 の 存在は非常に重要 で あ る 。 タイ国政府観光庁の 発行する

ガイ ドブ ッ ク で は 、国王 は以下 の よ うに紹介 され て い る 。

　タイ王国が つ くられ た 13世紀以 来、タ イに王 が な い 時代はな い
。 優 れた数多 くの 王

の もとで 、 タイは西欧列強の植民地支配 か ら も社会主 義の 拡大か らも独立 を守 り、東

南ア ジ ア諸国の なか で は際立 っ て政治 ・経済そ して社 会の 安定 した 国に発展 して きた 。

現在 の プ ミ ポ ン 国王 は 1946年 に即位 し、以来、地方開発や環境問題 に 力 を注 い で、国

民の 厚い 信頼 と尊敬 を集め て い る 。 「国王の ため なら私 も頑張る」 とい うの が タイ人

の 口癖。これ は、50年以上 にわ たる国王 の 姿を見て きた国民 なら、誰 しも思 うこ とだ 。

（タ イ国政府観光庁　2004 ；6）

　タイの 国内で は、国王 や王 族の 写真が載せ られて い る カ レ ン ダ
ーをい た る ところ で 見 つ

ける こ とが で きる。そ して 、 そ れ ら は 凵本の 神棚の よ うに高 い 位置に飾 る の が一般 的で あ

り、 それはタ イの 人々 の 国王 に対する尊敬の 念 をあ らわ して い る と い える。こ の よ うな王

室に対す る扱 い 方は、タイ の 新聞に つ い て も同様で ある。

　タイ の 新聞に注 目す る と、国王や王族に関連す る記事は、常 に高 い 場所 に配置 され て い

る （図1．1）。 紙面の 枠で 囲 っ た 部分 に、国王の 写真 と王室関連の 記事が掲載 されて い る 。

この よ うに、タ イ の 新聞メ デ ィ ア では 、王室関連の 記事を他の どの 記事 よ りも高 い 場所に

配置 して報道する こ とで 、王 室に対する 「敬意」 をあ らわ して い る 。
つ ま り、 記事を配置

する 「高さ」は 、 王 室 に対す る 「敬 意の 度合 い 」を示 して い る と考え られ る 。
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図1．1　タ イの 新聞 に お け る王 室 報 道
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　また、タイ にお い て王室 に関す る報 道を行 う場合には 、た とえ どの ようなメ デ ィ ア で あ

っ て も、王室専用の 言葉 （＝ 「王室用語」）が使用 される 。 タ イ の 新聞の 見出 しや記事で は、

この 「王室用語」が必ず用 い られて い る。

　こ の ようなタ イ の 王 室に 関する新聞報道を参考に 、 日本の 4 大新聞にお ける 「皇室報道」

を、「記事 の 高 さ」 と 「見出 しの 敬語」とい う観点か ら分析 し、日本の 新 聞における 「皇室」

に対する 「敬意の 度合い 」に つ い て比 較
・検討する 。

1 − 2　「紙面記事荷重グラフ （News 　Weight　Pattern　Graph［NWP ］）」

皇室 に関す る新聞記事が どの 「高 さ」か ら開始されて い るか は、皇室 に対す る 「敬意」
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をあ らわす指標だと考えられ る 。 本稿 で は、皇室 に 関す る 記事 の 開始段 数の 違 い を視覚的

に把握す るため 、「紙面記事荷重 グ ラ フ （News 　Weight　Pattern　Graph ［NWP ］）」 を作成 し

て考察す る。

　次の 図 1，2は 、 皇室関連の 出来事 を報 じる 日本の （A ）朝 日 ・（S）産経 ・（M ）毎 日 ・（Y ）

読売の 紙面で ある 。 記事の 配置 された場所 を枠線 に よっ て示 した 。
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　　 　 図 1．2 紙面 に お け る記事 の 割 り付 け

　上 図の 新 聞紙面 に お い て記 事の 配 置 され て い る場 所 を 「紙 面記事荷重 グ ラ フ （News

Weight　pattem 　Graph）」 （以後、　NWP グ ラ フ とよぶ ）に展 開す る と 、 次の 図1．3の よ うに

なる 。
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図 1．3　紙 面 記 事荷重 （NWP ）グラ フ

　グラ フ の 縦軸が記事の 開始段数 （1〜11段）、横軸は紙面 の 幅 （0 〜19c皿 ）をあ らわ し

て お り、 各紙 に対応 した 4 つ の 長方形がグ ラ フ上 に示 されて い る 。 各紙の 記事 をあらわ す

長方形 は、以下の 方法で 描 い た 。 まず、各記事の 面積を求め、開始段 と終了段 を確定す る 。

1 段の 高さ を1．75cm （原寸3．5cm の 112＞とし、そこ か ら 「記事の 面積 （c  ）」÷ 「高さ （cm ）」

に よっ て長方形の 「横幅 （cm ）」を求め た
3
。記事の 開始位置は紙面 の 右端 を基準 と した 、

　「NWP グ ラ フ」に は、紙面 にお ける 「記事の 大 きさ」、 「記事開始段数」、「記事終了段数」、

そ して 、大まか な 「記事の 配置」が 同時に あらわされ て お り、また 、各紙 を模様別 に表示

する こ とで、各新聞の 皇室関連記事 の 大 きさとその位置関係 を比較す る こ とが で きる 。

1 − 3　「皇室報道」に お け る敬語

　日本の新 聞にお ける皇室に関する用語 （皇室用語）に つ い て、共同通信社の 記者 ハ ン ド

ブ ッ ク で は以 下 の よ うに述べ られ て い る
4

。

一、皇室 に対 して は、原則 として敬称 、敬語 を使 う。 敬称に つ い ては皇室典範が天皇、

皇后、太皇太后 、 皇太后 には 「陛 下 」、そ れ以外 の皇族 に は 「殿 下」 とす る こ と を定

め て お り、 敬称、敬語 の 使用 に つ い て の 国民感情も共同通信の 世論調査で は 「今の ま

まで よい 」が多数 を占め て い る 。

3　 データはすべ て （A ）朝冂 ・（M ）毎日
・
（Y）読売の 縮刷版の サイズ （原板 の 112） に合 わせ た。

4　〔Y）読 売の 用字 用語の 手引 き書 に は、「皇室用語集 」が 掲載 さ れ て い る （読売新 聞社編、2005）。そ れに 対 して （A）

　 朝 日 と （M ）毎 日の 記者 ハ ン ドブ ッ クで は、「皐室用 語」 とい う項 目は なか っ た （朝日新聞社 用語幹 事編、2005 ；

　 毎 日新 聞社 編、2005）。 な お 、（S）産経は 記者ハ ン ドブ ッ ク が出版 され て い ない 。
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二 、た だ し、敬語が過剰に な らな い よ うに し、特に 二 重敬語 を使わない よう注意す る 。

敬語が多い と読み に くい の で 、 で きるだけ敬語 を減らすよ う工 夫す る 。

　　〔例〕 ご出席 され る→出席され る、ご 出席　ご
一

緒 に 乗車 され る →
一

緒に乗車 され

　　　 　 る 、

一
緒 に乗 られる

　 また文章 の 末尾が 「された」「さ れ る」「…とお忙 しい 」など と敬 語で 受 ける場合は、

前段の敬語 は原則 と して 省略す る 。

　　〔例〕国体開会式ご出席 の ため○○県を ご 訪問中の 天皇陛下は○ 日、同県立美術館

をご視察に な り、A 氏 の作 品を ご覧に な っ た → 国体 開会式出席の ため ○○県を訪問中

の 天皇陛下 は○ 日、同県立美術館を視 察 、 A 氏の 作 品を鑑賞 された

　動詞の敬語法は 次の 型があ る 。

　  れる　 られ る

　 〔例〕書か れ る　出席 され る　贈 られる

　   お○○ になる

　 〔例〕お書 きに なる　お着 きに なる

　  ご○○に なる

　 〔例〕ご出席に なる　 ご覧に な る

　 〔注〕    の 型は で きる だけ使わな い 。

三 、歴 代の 天 皇、皇后 、 太皇太后 、 皇太后 を贈 り名で呼ぶ 場合、法制上の 身分をあら

わ す と きなど現実の 天皇を対象 と しな い 場合 に は 「陛下 」の 敬称、敬語 を付 けな くて

もよ い 。 故人 とな っ た皇族や 、 法制上 の 身分 をあ らわす ときなどの場合は 「殿下 」「さ

ま」の 敬称 は付 けない 。

　 〔例〕昭和天 皇、香淳皇后、貞明皇后 、 故秩父宮 、 天皇 の 地位

　 〔注〕「平成天 皇」 とは しない 。

四 、見出 しな ど簡潔を必要とする場合には 「陛 下」 「殿下」「さま」の 敬称や 敬語 を省

略 し て よ い 。

　 〔例〕天皇の お言葉、皇太子 ご 旅行

五 、皇室 だけに使われ る特別な敬語や 用語 は 、や さ しい 言葉に言 い 換 える 。

　 〔例〕行幸啓 、 行幸→ 旅行、訪問　お 召 し列 車→ 特別列車

六 、皇室用語は 、 儀式の ス ケジ ュ
ール などは発 表通 りの文字 を使う場合 もあるが 、

一

般記事で は表外字 を使わず、や さ し い 言葉に言い 換える 。 儀式、固有 名詞 などで 言 い

換 え、書 き換えの 困難な もの は読み方 を示 した り、意味を注記 した りする 。
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　 〔例〕皇霊殿神殿に謁 （え っ ）する の儀 〔公式 日程 な ど特別の場合〕

皇霊殿神殿に拝礼され た 〔記事の場 合〕

皇室の 最重要祭儀 であ る大嘗祭 （だい じ ょ うさ い 〉〔固有名詞の 場合〕

七 、「御」は常用漢字表で 「ご」 と読 むが 、 固有名詞以外は な る べ く 「ご」 と平仮名

書 きにす る 。

　 〔例〕ご結婚　ご夫妻　東宮御所　葉山御用邸

八 、外国王室に つ い て は、原則 として敬語 は使わな い
゜

。 （共 同通信杜編 、 2005 ：585−

586）

　「皇室報道」 における 「敬語」の 使 い 方に注 目する と、上記の 中で は、次の 4 点が重要

で ある 。

　　  皇室 に対 して は、原則 と して 敬称 、 敬語 を使う。

　　  敬語が 過剰 に な らな い よ うに し、特に二 重敬語 を使 わな い よ う注意する 。 敬語が多

　　　 い と読みに くい の で 、で きるだ け敬語 を減らすよ う工夫する 。

　　  見出 しな ど簡潔を必要とする場 合に は 「陛下」「殿下」「さま」の 敬称 や敬語 を省略

　　　 して よい 。

　　  皇室だけに使われ る特別の 敬語や用語 は、や さしい 言葉に言 い 換える。

　新聞で は 「皇室」に 関す る報道をする場合 、原則 として 「敬称」や 「敬語」 を使 うが 、

同時に それ をで きる だけ省略 もし くは減 らす ように して お り、 その 程度 に よ っ て は 「皇室」

に対する 「敬意」は 抑えられ る こ とに な る
6

。

　本稿で は 、 皇室に対する敬語の 中で も、 特 に見 出しに お ける 「ご」 と い う敬語表現 （以

下 、「ご」表現 とよぶ ）に注 目し、 その 頻度 と文字面積を計測 ・比 較する こ とか ら 、 各紙

の 皇室に対する 「敬意の度 合い 」を分析す る 。

皿　 皇太子 さまの 「人格否定」発言をめ ぐる 4 大新聞の荷重報道の 分析

　2004年 5月 10日 、 皇太子さまの 欧州 （デ ン マ
ー

ク、ポル トガ ル 、ス ペ イ ン）訪問前に東

宮御所に お い て 記者会見が開かれ、その 時の 皇太子 さ まの こ発言が 注 目を浴 びだ 。

5　 タ イ で は、外国の 王室 に 関する 報道 で あっ て も，「王室 用語」 や 「記事の 高 さ」 をは じめ、同 じ王室 と して 同程

　 度の 敬意 を も っ て 報 道 され る。

6　 タ イの 土室 報道 に お け る 「王室 用語 」 は、日本の 皇室 報 道の よ うに や さ しい 言葉 に 言 い 換 えられ る こ と な く、「王

　 室專用 の 言葉」と して その まま用い られ る。

7　 発言 内容 の 全 文 に つ い て は、巻末の 資料 2 を参照 n
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　皇太子 さまは 、 「殿下お
一
方で ご訪問 され る こ とに至 っ た経緯、結果 に つ い て の 殿下、

妃殿下 の お気持ちをお 聞か せ くだ さい 」 とい う記者団か ら の 質問 に対 して 、 「私 も雅子 も

是非二 人 で 各国を訪問で きれ ば と考 え て お りました けれど も、雅子の健康 の 回復が ト分 で

はな く、お医者様 とも相談 して 、私が単独で行 くこ ととな りま した」と述 べ られ た上で 、「雅

子 には 、 外交官として の 仕事を断念 して 皇室に 入 り、国際親善を皇族 と して 、大変 な、重

要な役 目と思 い なが らも、外 国訪問 をなか なか 許 され なか っ た こ とに大変苦悩 して お りま

した」、 「雅子 に は こ の 10年 、 自分 を
一

生懸命 、 皇室の 環境 に適応 させ ようと思 い つ つ 努力

して きま したが、私が見る とこ ろ、その こ とで疲れ切 っ て しま っ て い る よ うに見え ます」

など とお 答 えに な っ た 。 さらに 、 「それ まで の 雅子 の キャ リ アや 、 その こ とに基づ い た雅

子の 人格 を否定す る ような動 きがあ っ た こ とも事実です」 と発言 され た。

　こ の 記者会見で の 皇太子 さまの こ発言が波紋 をよび 、 こ の 発言 を受 けて宮内庁は急遽記

者会見 を開 き、今回の 出来事 をメ デ ィ ア を通 じて 国民 に説明 した 。

　また 、 皇太子 さ まが 欧州訪問か ら帰国 され た 2004年 6 月 8 日、 宮 内庁は皇太子さまがご

自身の 「人格否定」発言 に つ い て の 真意 を示す説明文書 を公表した 。

　本章で は、 4大新聞 （（A ）朝 日 ・（S）産経 ・（M ）毎日 ・（Y）読売）の 皇室報道に おい

て見出され る さ まざまな荷重要素に注 目 し、そ れ らを量 的に把握する こ とに よ っ て 、各新

聞社の 皇室に対する 「敬意の 度合い 」を比較 ・分析する 。

対象 と方法

　対象 と して 、 皇太子 さまの 「人格否定」発言 を報道す る新聞記事 を取 り上げる 。 対象期

間は2004年 5月11日朝刊か ら 6 月26日の 夕刊まで で あ り、（A ）朝日 ・（S）産経 ・（M ）毎

日 ・（Y）読売新聞にお い て 報道 され た 「人格否定」発言 に 関す るす べ て の 記事 を収集 し、

分析 した 。

　分析方法は、まず 、 記事の 面積 を計測 し、 各紙の 報道 を量的に 把握する 。 計測 されたデ

ータ よ り時系列の 「荷重 グ ラ フ 」を作成 し、対象期間中の 各紙が 「人格否定」発言 を どの

ように重み づ けて 報道 して い たか に つ い て 、 視覚的に把握す る 。

　次に 、対 象期間中に お ける各紙の 見出 しの 敬語表現 に つ い て検討する 。 見出 しにお ける

敬語は、記者ハ ン ドブ ッ クに よる と 「見出 しな ど簡潔 を必要 とする場合 は敬称 ・敬語 は省

略 して よい 」 とされて い る （共 同通信社編、2005）。 見 出 しは文字数が限 られて お り、「れ

る」や 「られ る」 とい っ た助動詞は 省略され る こ とが多 く、 その 中で特に新聞社が皇室 に

対する 「敬 意」 をあらわすた め には 、見出 しに 「お」や 「ご」 とい っ た敬意 をあ らわす言
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葉 を用 い る こ とに な る 。 こ の こ とか ら、見出しにお ける 「ご」 とい う文字の 頻度 と面積を

分析する こ とで 、各紙の 「敬意 の 度合 い 」が 比較で きる と考え られ る 。

　最後に、「人格否定」発言 を報 じる記事の 「開始段 数」に注 目し、各紙 の そ れ ぞれ の 記

事が どの段 か ら開始 されて い るかに つ い て 「紙面記事荷重 グラ フ （News　Weight　Pattern

Graph ［NWP ］）」お よび、「記事開始段荷重 グ ラフ （Start−hne　Reverence　Weights［SRW ］）」

を用 い て考察す る 。

　以下 の 表2．1は、各紙の 記事面積 と見出 しにあ らわれた 「ご」の デ
ーター覧で ある 。

表2．1　各紙別記事面積
・
「ご」デ

ー
タ
ー

覧

（A）朝 日 （S）産経 （M ）毎 日 （Y）読売

日付
総面 積

（c ）

「ご」頻度

　徊）

「ご」面積

　（c 〉

総面積

（c ）

「ご」頻度

　　（回）

「ご」面積

　（面）

総面積

（c ）

「ご」頻度

　幗）

「ご」面積

　（c 〉

総面 積

（c 〉

「ご噸 度

　（回

「ご」面積

　（c ）

5．11241 ．4400 ．00339 ．9022 ．18306 、80o0 ．00236 、0600 ，00
1236 ．3000 ．OO92 ．16 上 O．3036 ．0400 ．OO81 ．4000 ．OO
13103 ，9500 ．OO328 、8052 ．71459 、〔｝400 ．00239 ．201O ．64

14148 ．50o0 ．00121 ，8022 ，0766 ．OOoO ．OO127 ．60oO ．00

1541 ．25o0 ．0081 ．0000 ．00155 ．760O ．00550 ．2610 ．16

16o ，QOo0 ．000 ，0000 ．000 ，0000 ．00O ．0000 ．00
170 ．00o0 ．OO0 ，000O ，00Q ，OO00 ．000 ．0000 ．00
18168 ．QOoO ，OO95 ．691O ，20188 ．8400 ，0063 ．641O ．16
190 ．00o0 ．0000000 ，000 ，000O ．000 ．0000 ．00
200 ．00o0 ．000 、00 〔｝ O．000 ．000Q ．000 ．0000 ．00
210 ．00OO 、OD0 、00o0 ．000 ．0000 ．000 ．000O ．00
220 、00o0 ．OD182 ．3510 ．3037 ．400O ．000 ．000O ．00

230 ，00oO ．000 、00oO ，000 ．0000 ．000 ．00o0 ．00

24106 ．000O ．0073 ，9810 ．3055 ．70o0 ．0073 ．440O ．00

25107 ．840O ．OO1 工2，340O ．00446 、4810 、9628 、700o ．oo

260 ．0000 ．000 ．000O ．000 ，0000 ．000 ，0000 ．00
270 ，0000 ．OO0 ，000O ．OQ0 ，QQo0 ，000 ．OO00 ．OO
2876 ．2310 ．1673 ．1410 ．1663 ．92oO ．0092 ．5000 ．OO
2978 ，2100 ．0025 ，88 上 O．0925 ，84o0 ．OO37 ，QO0O ．OO

300 、0000 ．000 ，0000 、000 ．00o0 ．OO0 ．0000 ．OO

310 、0000 ．000 ．00o0 ．000 ．0000 ，000 ，0Q00 ，00

6，572 ，930O ，0078 ，2810 ．420 ．00o0 ．QO0 ．00o0 ，00
60 ．000O ．OOO ，OOo0 ，000 ．0000 ．000 ．0000 ．OO
7Q ，000o ，ooO ，OOo0 ．000 ，DOo0 ，000 ．000  ，00

8D ．0000 ．000 ．0000 ，000 ，0000 ，000 ，00Q0 ．00

9897 ．7600 ．00959 ．5730 ，27589 ，2800 ，00965 ，3610 ，16

毒o0 ．OO00 ，000 ．OO00 ．0042 ．1600 ．000 ，DOo0 ，00

1151 、48O0 ．00O ．OO00 ．00141 ．4410 ．160 ．0000 ．00
1274 ，8D ！ 0．4862 ．56 〔〕 0．0037 ．4010 ．1699 ．6800 ．00
130 ．OO00 ，000 ．0000 ，000 ．0000 ．000 ．0000 ．00
140 ．0000 ，00O ，OO0o ，ooD ．000O ，OOD ．0000 ．00
15106 ．9200 ．000 ．0000 ．0069 ，3600 ，0086 ，4010 ．16
‡6D ，0000 ，00O ．OO00 ，00O ，0000 ，00o ，QO00 ．00

17O ，OO00 ，000 ，0000 ．000 ．OD00 ．000 ．000o ．oo
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180 ．0000 ，000 ．0000 ．000 ．OO00 ．000 ．00o0 ．00
1930 、3600 ，000 ．0000 ．000 ．0000 、0041 ．44o0 ．00
200 ．0000 ．000 ．0000 ．000 ．OO00 ．000 ．DOo0 ．00
210 ，00o0 ．000 ．OO00 ．000 ．0000 ．000 ．0000 ．00
2254 ，0000 ．000 ，0000 ，0092 ，1610 ．48O ，0000 ．00
23o ，oo00 ．000 ．0000 ．000 ．0000 ．000 ，0000 ．00
240 ．0000 ．

』
000 ，0000 ．000 ．000 〔〕．000 ，000O ，OQ

250 ．0000 ．000 ．0000 ，0084 ．3200 ，000 ，0000 ．00
2639 ．96   0，0059 ．230O ．0022 ．1400 ，0041 ，44oo ，oo

計 2435 ．9320 ，642686 ．68199 、OO2920 ，084 ユ．762764 ．1251 ．28

皿一1　報道量の全体的比較

対象期 間中における各紙の 「総面積」は、以下 の ようであ る （表2、2）。

衷2．2　「人 格否 定」発 言 関連記 事の 総 面 積

総 面 積

（c  ）

（A ）朝日 2435．93

（s ）産経 2686，68

（M ）毎 日 2920，08

（Y）読売 2764，12

　 4 紙の 中で は 、 （M ）毎 日が 2920．08c  と記事の 面積 をもっ と も大 きく用 い て 、皇太子 さ

まの 「人格否定」発言に つ い て 報道 して い た 。 そ れ に 続 く （Y）読売は2764．12c  、 （S）

産経は 2686．68c  で あ り、 4 位 は （A ）朝 日の 2435．93c  だ っ た 。

「ご」の 出現回数 と面積

　次の 図2．1は期 間中の 各紙の 見出 しに あ らわれた 「ご」とい う文字の 出現頻度 とそ の 文

字面積を合計 し 、 ひ とつ の グ ラ フ に まとめ た もの で ある 。

　「ご」 の 出現 回数は 、各紙が見出 しで 何 回 「ご」 と い う敬語表現 を用 い て 「人格否定」

発言に つ い て報道 したか をあ らわ して い る 。 また 、 見出 しにお ける文字の 大 きさは 、 会話

に おける 「声」の 大 きさに対応する と考え られる （木村 ・板村 ・池信 2004）。 各紙が見出

しで 「ご」 とい う文字をどれ ほ ど大 きく用 い て い たか を比較す る こ とか ら も、 各紙の 「敬

意度」の 違い が 明 らか に なる と考え られる
8

。

8　対 象期 間中に は 「お」 を用い た敬語表現が なか っ た た め．今回 は 「ご 」に 限定して 分析を行っ た。
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考察

　図 よ り明 らか な よ うに、（S）産経の 「ご」の 頻度 （●）と文字面積 （口）の 値が 突出

して い る 。 （S）産経は期間 中、見出 しに 19回 の 「ご」 を用 い 、また そ の 文字面積 も大き

か っ た （9．00c面 。 （M ）毎日と （Y）読売にお ける 「ご」の使用頻度 と文字面積は ほ ぼ同

じで ある （（M ）毎 日 4 回、1．76c  ； （Y）読売 5 回、1．28c ）。

　 4紙の 中で 「ご」を用 い た敬語表現 の 使用頻度が低 く、そ の 「声」も小 さか っ たの は、（A ）

朝 日で ある （2 回、0．64c  ）。

亙
一2　「時系列荷重 グラフ」による分析

　日 ご とに 得 られ た 「記事面積」の デ
ー

タ を時系列 に プ ロ ッ テ ィ ン グす る こ とで、「時系

列荷 重 グラ フ （Diachronic　graphs　of　Semio−Wejghts）」 を作成す る 。 新聞紙面 に見出 され

る 「荷重量 」を計測 し、得られ た値 を時系列 に表示 し、同時 に複数 の 新聞紙を色分けで 区

別 して同一平面上 に示す こ と で 、 「荷重量 の 通時的変化 を示す グラ フ」が作成 される 。

　「時系列荷重 グ ラ フ」は、そ れぞ れ の 日付 に注 目する こ とで 、そ の 時 々 の 各紙 の荷重量

の 「通時的」 な変化 ・増減 を 「視覚的に」比較する こ とが で きる 。

  「人格否定」発言関連 記事の 面積の 推移 （図 2．2）

　図2．2は、「人格否定」発言に関する 4大新聞の 記事の 大きさを測定し、時間軸に沿 っ て

配列 した もの で ある 。 縦軸 は 「人格否 定」発言 関連の 記事面積をあ らわ し 、 横軸は時間
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（2004．5．11−6．26）を示 して い る 。 また 、グ ラ フ 内に は 、 対象期間中に 起 こ っ た 主 な出来

事を記入 した。

  　見 出 しに お ける 「ご」の 出現頻度の 推移 （図2．3）

　各紙の 見出 しにお い て、敬意 を示す 「ご」 とい う文字の 出現頻度 とその 面積 を計測 し、

得 られ たデ
ー

タ よ り時系列 の 「荷重 グラ フ」 を作 成す る 。 図2．3は、対象期間中の 記事の

見 出 しにあ らわ れた 「ご」 を用 い た敬語表現 （「ご」表現 とよ ぶ ）をカ ウ ン トし、その 凵

ご との 頻度 を時系列軸上 にプ ロ ッ テ ィ ン グ した もの で ある 。 縦軸は 「ご」を使 っ た 回数、

横軸は 日付 を示す 。

　こ の グ ラ フ か ら、各紙は見出 しにお い て どれ ほ ど 「ご」表現 を用 い て皇室 に対する敬意

をあらわ したか を考察する 。

  見出 しに お け る 「ご」面積の 推移 （図2．4）

　図2．4の グ ラ フ は、期間中の 見出 しに お ける 「ご」 とい う文字 の 大 きさを計測 し、得ら

れた値 か ら作成 した 「時系列荷重 グラ フ」で ある 。 図で は 「ご」の 面積 をその 日ご とに合

計 し、グラ フ化 した 。

　こ の グ ラ フ か らは 、 各紙の 「ご」 と い う 「声」の 大 きさの変化が 比 較で きる 。

　なお 、  〜
  の 各 グラ フ で は 、それ ぞ れ の 新聞社 を色別 に表示 して い る （（A ）朝 日＝赤、

（S）産経 ＝橙、（M ）毎日＝青、（Y）読売 ＝緑〉。

考察

  「人格否定」発言記事 の 面 積 の推移 （図 2．2）

  一1 報道量 の ピ
ー

ク

　図2，2の グ ラ フ か ら、 3 つ の 報道量 の ピー
ク （5 月11日、 5 月13日 、 6 月 9 日）を読み

取る こ とが で きる 。 棒グラ フ の 突出は報道量 が 集中 して い る こ と をあ らわ して お り、各新

聞社が 「人格否定」発言 に関す る記事 をそ の 日に 多 く取 り上 げた ことを示 して い る 。

　各紙の 報道が集 中 した 日とそれ ぞ れ の 出来事は 、 以 下の よ うで あ る 。

1）　 5 月11日 ： 皇太子 さま の 「人格否定」発言

　 5月 10日、 欧州訪問前の 記者会見にお い て皇太子 さ まは、雅子 さまに対する 人格否定の

動 きがあ っ た、と発言 された 。 こ の こ とを受け、新聞各社は翌 日の 11日に こ の 出来事 を取
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り上げた 。

2 ）　 5 月13日 ：林田英樹東宮大夫 の 記者会見

　 5 月12日、宮内庁 の 林田英樹東宮大夫が皇太子 さまの 「人格否定」発言に つ い て、急遽

記者会見 を開 い た 。 その 会見の 内容が 翌 13日の 各紙に掲載 され 、各紙 ともに報道量が増加

して い る 。

3）　 6 月 9 日 ： 皇太子 さ ま の 説明文書公 表

　 6月 9 日は対象期 間中、各紙の 報道量が もっ とも多い 。 9 日 の 各紙 は 、 皇太子 さまが先

月の 雅子 さ まに関す る 「人格否定」発言 に つ い て の 説明文書を公表された こ とを受けて、

「人格否定」発言 に関するそれ ぞ れ の 意見 を報道 した 。

  一2　（M ）毎 日の報道量の突 出

　 5 月13日と25日、 6 月 10、 11、 22、 25日の 各 日におけ る報道量に注目する と、い ずれ も

（M ）毎日をあらわす青色の 棒グ ラ フ の 突出が 目立 っ て い る 。 期 間全体 を通 して 「人格否定」

発言に対する関心が高か っ た新聞社 は 、 （M ）毎 日だ っ た とい える 。

  一3 報道量の減少

　 6 月 9 日を境 に して 各紙 の 報道量 の 減少 が み られる 。 特 に、（S）産経 は その 傾 向が 顕

著で 、13日か ら25日まで の 報道量が ゼ ロ で あり、報道が まっ た くなか っ た ことをあらわ し

て い る 。

　「人格否定」発言関連記事 の 面積荷重 グ ラ フ か らは、以 上 の こ とを読み とる こ とがで きた 。

  見出 しに お け る 「ご」の 出現頻度の 推移 （図2．3）

　（A ）朝 日は期間中を通 じて 、見出 し に 「ご」を 2 回 しか使 っ て い なか っ た 。 5 月 と 6

月に 1回ずつ で あ る 。

　（S）産経は もっ とも多 く 「ご」を用 い てお り、合計で 19回だ っ た 。 5月 13日の 報道で

は あわせ て 5 回の 「ご1 を使 っ て い た 。 これは、全期間中 ・全紙中最多で ある 。

　（M ）毎日 は前半の 5 月13日に 1回、後半の 6 月に は 3 回の 「ご」表現 を使 っ て お り、

後半 に集中 して用 い て い た 。

　 （Y）読売は前半に 3 回、後半に 2 回の 「ご」 を見出 しに使用 した 。
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  見出 しに お ける 「ご」面積 の 推移 （図2．4）

（S）産経 の 「大声」

　図2．4に示 されて い る よ うに 、 （S）産経は 5 月11日・− 14口まで の 問 、 見出 しに大きな 「ご」

を多 く使 っ て 阜太 r一さ ま の 「人格否定」発言に つ い て 報道 した 。 （S）産経 は全 期間を通

して 見て も、他の 新聞社 よ りも 「ご」 の 「声」が小 さ い 目はな か っ た 。

（A）朝 日の 「ささやき声」

　（A）朝 凵は 「ご」を使用 した回数が 2 回 と、もっ と も少な い 新聞社 だ っ た 。 5 月28日

は （S）産経 と同 じ大 きさ の 「ご」を用 い て お り、 6 月12凵に は （M ）毎 日の 「ご」 よ り

も大 きか っ た 。

（M ）毎 日の 「後の 声」

　（M ）毎日は期間中 4 同 の 「ご」を見出 しに用 い て い る 。 （M ）毎 日の 最初 の 「ご」表現は、

5 月13日で ある 、， その 後 は沈黙 し、 それか ら約 1 か 月後の 6 月11日 と12日に連続 して 「ご」

を用 い た 。 6 月22日は （M ）毎 口の 最 後の 「声」で あ り、期間 中 もっ とも大 きい 「ご」だ

っ た （0、48c ）。

（Y）読売 の 「同 じ声」

　（Y）読売は期間を通 して、 5 回 の 「ご」 を見出 しに 用 い た 。 その うち 4 回は まっ た く

同 じ大きさ （0，16c  ）で 「ご」と い う敬語表現 を使っ て い た （5 月15日 ・18日、6月 9 口
・

15日）。

皿
一3　各紙の 特徴

　次に 示す図2．5は、各紙が 見出 しに 「ご 」 を使用 した回 数 とそ の 「声」 の 大 きさを同時

にあ らわ した時系列の 「荷重 グラ フ」で ある 。

　この グ ラ フ か ら、対象期間中にお ける各紙 の 「敬意度」の 特徴 を分析する 。

考察

（A）朝日

　期間中、（A）朝 口は合計 2 回 しか 「ご 」表現 を用 い て い ない
y

。 前
》
トと後 半に 1回ず つ

9　 （A ）朝 日の 2回 の 1ご 表現 は、い ずれ も 《ご 夫妻》 とい う言葉 だ っ た．
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で あ り、 4紙の 中で もっ とも 「ご」とい う敬語表現を使用 して い なか っ た とい える 。

　（A ）朝 日が用 い た 「ご」表現の 中で もっ と も大きな 「声」は 、6 月 12日 の 0．48c  で ある 。

後半 1回 の 「ご」は、0．16面 で あ っ た 。

　見出し の 「ご」とい う敬意をあ らわ すワ
ー

ドを比較す る 限 りに お い て 、 （A ）朝 目は も

っ とも皇室 に対する 「敬意 の 度合 い 」が低か っ た新聞社 だと考え られ る 。

（S）産経

　グラ フ か ら明 らかな よ うに、 （S）産経 は対 象期 間中ほ ぼ全般 にわ た っ て 「ご」表現 を

用 い て い た 。 （S）産経 は期 間中、19回の 「ご」 を見 出 しに使 っ て い る 。 こ れ は、全紙 中

最多の 頻度で ある 。 19回の 「ご」の うち15回が 前半の 5 月 に使 われて お り、 特 に13日に 集

中 して い た 。 後半部分 の 6月に は 4 回の 「ご」が見出 しに用 い られて い る 。

　また 、 （S）産経は 「ご」の 頻度 とと もに 、 その 文字面積 も大 き く、 大 きな 「声」で 「ご」

と い う敬 語表現 を用 い て い た 。 （S）産経 の 最大 の 大 きさの 「ご」は 5月 13日の 2，71c  、

最小 は 5 月29日の 0．09c  で あっ た 。

　以上 の こ とか ら、（S）産経は 見出 しに お い て 「ご 」と い う敬語 をあ らわすワ
ー

ドを多

用 して お り、皇室 に対す る 「敬意の 度合 い 」が も っ とも高か っ た とい えるだ ろ う。

（M ）毎 日

　 （M ）毎 日は期間中 4 回の 「ご 」表現 を見 出 しに使 っ て い た 。 前半の 5月 に 1 回、後半

の 6 月に 3 回 と、後半に集中 して い た。 5 月13日の （M ）毎 日にお ける 「ご」は頻度は 1

回の みで ある が 、 その 文字面積 は 0．96c  で あ る 。 こ れは （M ）毎 日の 中で もっ と も大 きな

「ご」で ある 。

　 6 月以 降の 後半部分に おい て （M ）毎日は 、 6月 11日と12日に 2 日連続で 0．16c  の 「ご」

を用 い て い る
lo

。 また、22日に 1回で0．48c  の 大 きさの 「ご」 を用 い て い る 。

　（M ）毎 日は 、 他紙の 報道があ っ て 後 、 数 日 して か ら 「声 」を出す傾 向が読み取 れる 。

（Y）読売

　（Y）読売 は 合計 で 5 回 の 「ご」表現 を使 っ て い た （前半 の 5 月が 3 回、後半の 6 月は

2 回）。

10　（M ）毎 日の 「ご」表現 は、《ご意向》が 1 回、後の 3 回 は い ず れ も 《ご夫妻 》で あ っ た。
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Kansai University

NII-Electronic Library Service

Kansai 　University

日本の 4大新聞 にお け る皇室報道の 比 較研 究 （木村 ・ハ ン ナ ロ ン ・板村）

　（Y）読売 は 5 月13日の 「ご」が 一番大 きか っ た （0．64c  ）。 その 後の 4 回は棒 グラ フ の

高さがす べ て 同 じで あり、0．16c  だ っ た 。

　（Y）読売は、全体 を通 して 「ご」表現 を用 い て い た と い える 。

　「ご」表現の頻度と大 きさの グ ラ フ か らは 、 以上 の こ とを読み取 る こ とが で きた
11

。

1 −4　「人格否定」発言報道の比較

　本章で は、分析の 対象期間を 3 つ に 区分 け し、その うちポ イ ン トとなる 日を い くつ か 取

り上 げて 、皇太子 さ まの 「人格否定」発言 に関す る  見出 しの 比 較 と  「NWP グ ラ フ 」

に よ る分析か ら、各紙の 報道の 特徴を把握す る 。

　期間中の 主な出来事は、以下 の 通 りで ある （表2．3）。

表2．3　期間中の 主な出来事

皇太子 さ まが、欧州訪問前 の 記者会見 で 「雅 子 の

5 月10日 キ ャ リ ア や 人 格 を 否定す る よ うな動きが あっ た 」

人 格否 定発 言 をめ ぐる報道 と発言 され る

（2004．5コ 1〜23＞ 5 月12日 皇太子 さ まが 欧州へ 出発 さ れ る

5 月13日
皇太子 さ まの こ 発言 を受 け，東宮大夫が 急遽記 者

会見 を開 く

皇太子 さま ご帰国後の 報道
5月 24日 皇 太 子 さ まが 欧 州 か ら帰国 され る

（2004．5．24〜6．8） 6 月 8 日
皇太子 さ まが 発 言 内容 に関 す る説明 文書を公 表 さ

れ る

皇 太子 さ まの 「説明文 書亅公 表後の 報道 6 月12日 宮内庁が皇太子 ご夫妻 に外部か らの 相談役を検討

（2004．6．9〜26） 6 月26日 宮内庁が 雅子さまに 対す る 取材の 自粛 を要請する

11　以 上 に 示 した 各紙 の 報道 の 傾 向 （（A ）朝 日の 「低 頻度 と小声 」、（S）産経 の 「先行 と大 声」、（M ）毎 日の 「後追 い 」、
　　（Y ）読売 の 「大声 と継 続」 な ど）は、北朝鮮 に よ る 日本 人拉 致 の 分析 （木 村 ・板 村 ・池 信 2004、2005〕 に お い

　 て も見出 されて い る。
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皿
一4 − 1　 「人格否定」発言 をめ ぐる報道 　（2004年 5月 11日〜23日）

《5 月 1旧 》

  見出 しの 比較

　　　　　　　　　　　　　　 表2．4　各紙見出 し
一

覧 （2004．5．11）

（A）朝 日 （S）産経

頁 見出 し 頁 見 出 し

34
「皇室 適応 の 努力 で 疲 れ切 る 」

「人格否定する よ うな動 きも」

雅子 さ ま巡 り皇太 子 さ ま語 る

28 雅 子 さ まの こ苦 悩 率 直 に

皇太子 さ ま、異例 の 強い 表現 で

欧州 ご訪問控え会見
e・14 皇太子さま発言背景官房長官

「承知せ ぬ 」 ご夫妻 に か か る期待 の は ざ まで

皇太子 さ ま会見要 旨

（M ）毎日 （Y ＞読売

頁 見出 し 頁 見出 し

28 皇太子 さ ま訪欧前会見

雅子 さ まへ 気遣 い

「人格否定する 動き」 に悩 み

10年 間 の 努 力 で 「疲 れ き り」

公 務 復帰 は 「しば ら く時 間」

34 「単独訪欧、後 ろ髪引か れ る思 い 」

「雅子 は疲 れ切 っ て い る ようで す」

皇太子さま会見

複 雑 な心 情 吐 露

会見要旨

　 （A ）朝 日は 、会見にお ける皇太子 さまの お 言葉をその まま引用 し、 《「皇室適応の努力

で 疲れ る」》《「人格否定する よ うな動 きも」》と い う見出 しを用 い て い た 。 他紙が皇太子 さ

ま の 欧州の ご訪問 に つ い て触れて い る 中、（A ）朝 B は、雅子さ まの こ とを中心 とする報

道だ っ た 。 また、（A ）朝 日は、夕刊 に も皇太子 さまの こ発言に関する記事 を掲載 して い た 。

　 （S）産経は、他の 新聞社の 報道 とは対照的 に、見出 しに カ ギ括弧 （「　」）を使わず、

地 の文 で 《ご苦悩》《ご訪問》《ご夫妻》などの ように、「ご」 と い う敬語 の 表現 を多用 し

て い た。

　（M ）毎 日 の 見出 しの 中で もっ と も大 きい もの は 、 《雅子 さまへ 気遣い 》だ っ た 。 また 、

皇太子 さまの 発言内容を、い くつ か の カギ括弧に分けて引用 して見出 しに した 。

　てY）読売 も、（A）朝 日と同様、皇 太子 さまの 言葉 をカ ギ括弧で 引用 し、 見出 しに して

い た。

  NWP グ ラ フ に よる比較

　こ の 日の 各紙の 「人格 否定」発言 に 関す る記事の 面積 と 「高さ」 （記事の 開始段数 と終

了段数）を NWP グ ラ フ に展 開す る と、以下 の 図2．6の よ うにな る 。
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’
）

表2．5　記 事開 始 ・終 了段 数 と面 積 の一
覧

（A＞朝 日 （s）産経 （M ）毎 日 〔Y）読売

頁
総面 積

（酣〉

開始段 数

　（段）

終了段 数

　 （段 ）
頁

総面積

（c ）

開始段数

　（段 ）

終了 段数

　 椴 〉
頁

総 面積

（cの

開始段 数

　（段）

終了 段数

　 （段）
頁

総 面積

（c ）

開始段 数

　 （段）

終了段 数

　 （段）

342 〔B ．463 928339 ．901 928306 ．801 834236061 6
e −1432 ．984 5 一 一 ｝ 一 一 一 一 ｝ 一 一 一 一

（cm ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横幅

　 1916171615141312111098765432 司 O1

　

　

　

　

記

事

開

始

段

数

234567991011

　
12

卿く

図2．6　NWP グラ フ （2004．5．下1）

　 （A）朝 日は朝 ・夕刊 とも記事が あ っ た ため 、（A）朝 日をあらわす長方形を 2 か所に 表

示 した 。 夕刊は （A ）朝 日 e とす る 。

　 （S）産経 ・（Y）読売 ・（M ）毎 日の 記事が 1段 目か ら始 まっ て い る の に対 し、 （A ）朝 日

の 朝刊 が 3段 目、夕刊 は 4段 目か ら始 まっ て い た 。 記事の 「高 さ」か ら皇室に対す る 「敬

意の 度合 い 」を比較す る と 、 他 の 3紙に比 べ て （A ）朝 日の 「敬意」 は低 か っ た とい える 。

　また 、記事の 大 きさは、（S）産経 　〉　（M ）毎 日　〉　（A）朝 日　〉　（Y）読売 　の

順 で あ り、（S）産経が もっ とも大 きな面積を割い て 皇太子 さ ま の 「人格否定」発言 に つ

い て報道 して い た と い える 。

《5 月12日》

  見 出しの比較

表2．6　各紙見 出 し一覧 （2004．5．t2）

（A）朝 日 （S＞産 経 （M ）毎 日 （Y ）読 売

頁 見 出 し 頁 見 出 し 頁 見出 し 頁 見出 し

e −14 皇太 さ まは 欧州 へ 出 発 e−12 皇太子さま欧州へ ご出発 e−8 皇 太 了
・
さ ま、欧 州へ 出発 e．14 皇 太 子 さ ま欧州 へ 出発

こ の 日、各紙 は い ずれ も夕刊で 皇太子さまが 欧州へ 出発 され た こ とに つ い て 報 じた。
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　各紙の 見出しを比較 して み る と、（A ）朝 日
・
（M ）毎日

・
（Y）読売は 《皇太子さま （は）

欧州 へ 出発》と 、 ほ ぼ 同 じ よ うな見出 しだ っ た 。 それ に 対 し、（S）産経だけ は 《出発 》

で は な く 《ご 出発》とい うワ
ー

ドを使い 、敬意 を高め て い た 。

  NWP グラ フ による比較

衰 2．7　 記 事 開 始 ・終 了 段 数 と面 積 の一覧

（A）朝 日 （S）産経 （哺 毎日 〔Y）読売

頁
総 面積

（c ）

開始 段数

　（段）

終了段 数

　（段）
頁

総 面積

（  ）

開始段 数

　（段 ）

終 了段 数

　 （段 ）
頁

総面 積

（面〉

開始段 数

　（段 ）

終了段数

　 （段〉
頁

総面 積

（c  ）

開始段数

　 （段）

終了 段 数

　（段）

e−1436，308 9e ．1292 、164 8e 、836 ，〔叫 6 8e4481 ．405 7

〔cm ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横幅

　 19　　　18　　 17　　 16　　 15　　　14　　 13　　 12　　　11　　 10　　　9　　　 S　　　ア　　　 5　　　 fi　　　 4　　　 3　　　 2　　　 1　　　 01

　

　

　

　
記

事
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2
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7　
　
8　
　

91011

　
12

鋤〔

図2 ．7　NWP グ ラ フ （2004．5．12）

　（S）産経が 4段 目、 （Y）読売が 5段 目、 （M ）毎日が 6段 目、 （A＞朝 日が 7 段 目の 高さ

か ら記事を開始 して お り、ほ とん ど同 じ高 さ で あ っ た 。 各紙 の 開始段数 の 高 さと 「ご」 と

い う見出 しの 使い 方 をあわせ て 考 える と 、 4 紙 の 中で は 、 （S）産経 が もっ と も皇室 に対

する敬意 の 度合 い が強か っ たとい える だろ う。
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日本の 4 大新聞 における皇室報道 の比較研 究 （木村 ・
ハ ン ナ ロ ン

・
板村）

《5 月 13日》

  見出 しの 比較

表2，8　各紙 見 出 し一覧 （2004．5．13）

（A）朝日 （S）産経
頁 見出 し 頁 見出し

38 皇太子さま発言　東宮大夫が 会見

「し っ か り受け止 め る」

3 皇 太 子 さ ま ご発言

東宮大夫急遽会見

ご 心痛重 く受 け ILめ る　雅子 さ ま に

一番い い こ と を　両 陛下 と ご 相 談 し

た い

過去 の 皇太子 ご 夫妻 の 海外訪問

雅子さま、ご 静養中

（M ）毎日 （Y＞読売

頁 見出 し 頁 見出 し

25 皇太子さま
”

率直発 言
”

に 波紋

矢面の 宮内庁 「重 く受け止め 」
・戸惑 い

・
抗議 も

34 皇太 子さ ま発言

「大変 な ご 心痛、重 く受け止 め 」

東 宮 大夫　厂対応、努力 した い 」

《雅子 さ まの 様 子 に つ い て の 皇 太 子

さ ま の 会見要旨》

意 思 疎通 の 努力事務方 に不 足

解説

直前まで 「同行 の ご 意向」

　13日の 各紙 は、林 田英樹東宮大夫の記者会見の 内容を報道 した 。 東宮大夫 は皇太子 さま

の こ発言を受けて 「大変なご心痛があ っ たの だ と重 く受け止め、で きる限 りの 対応 を して

い きた い 」 と述 べ た 。

　見出 しを比較する と、（A）朝 日 ・（M ）毎 日
・
（Y）読売はカ ギ括弧 を使 っ て 、林 田東宮

大夫の 言葉を引用 した 。 （S＞産経 と （M ）毎 B は、皇太子 さ ま の 外国訪問に つ い て詳 し

く説明す る記事を載せ て お り、 （M ）毎 日は さらに、イギ リ ス の 新聞が 日本 の 皇室 に つ い

て 報道 して い た こ とを取 り上 げ、他国が 皇室 に対 して 関心 を寄せ て い る こ とを伝 えた 。

　（Y）読売 は東宮大夫の会見の 記事の 後、雅子 さまの 体 調不良に影響 をお よぼす要 因に

つ い て分析 した記事を載せ て い る 。

　見出 しの 「ご」表現に注 目 して み る と、（S）産経が 5 回、（M ）毎 日 と （Y）読売は そ

れ ぞ れ 1回の 「ご」を使 っ て い たが、（A）朝 日は
一

度も使 っ て い なか っ た 。
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  NWP グ ラ フ に よ る比較

表2，9　記事開始 ・終了段数 と面積 の一
覧

（A）朝 日 （S）産 経 （M ）毎 日 （Y）読 売

頁
総面 積

（面 ）

開 始段 数

　（段 ｝

終了段数

　 椴 ）
頁

総面積

（c ）

開始段数

　 （段）

終了段数

　（段）
頁

総 面積

（面）

開始 段数

　 （段）

終了段 数

　（段）
頁

総面 積

（面）

開 始段数

　 （段）

終了段数

　 （段）

38103 ．955 93328 ．801 825459 ．（処 1 638239 、201 7

Ccm〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横 幅

　 19181716151d 　 131211109876543210

噛

2
　　
3

　

記

事

開

始

段

数

4　
　

5　　
6　
　
7
　　
8
　　
910

　
11

　
12

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1段 〉

　　　　　　　　　　　　　　　 図2．8　NWP グラ フ （2004．5．13）

　図か ら明 らか なよ うに、（A ）朝 日以外の 3紙は 、 1段 目か ら記事を掲載 して い た 。

　記事の 大きさは、（M ）毎日　〉　（S）産経　〉　（Y）読売　〉　（A ）朝 日　の 順 であ

る 。 「ご」表現 と 「高 さ」、 そ して 「面積の 大きさ」 か ら考 える と 、 （A）朝 日は皇室 に対

す る 「敬意 の 度合 い 」が もっ と も低か っ た と い える。

［−4−2　皇太子 さまご帰国　（2004年 5 月24日〜 6 月 8 日）

《5 月24日》

　各紙は夕刊で皇太子 さまの 欧州訪問か ら帰国 され た こ と と、皇太子 さまの ご訪問の 感想

を報道 した 。 さらに宮内庁長官が で きる だ け早 く皇太子 さ ま と面会 し、「人格否定」発言

の 真意を聞きたい と考えて い る こ と を伝 えた 。 こ の 日の （A ）朝 日は 、 皇太子 さ まの 写真

を掲載 して い る。
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日
．
本 の 4 大新聞 にお ける皇室 報道の 比 較研究 （木村

・
ハ ン ナロ ン

・
板村）

  見出しの 比較

表2．10　各紙見出 し
一
覧 （2004．5．24）

（A）朝 日 （S）産経 （M ）毎 日 （Y）読 売

頁 見 出 し 頁 見 出 し 頁 見 出 し 頁 見出 し

e −14
「励 ま しの 言葉、各国

で頂 い た」皇 太子さま、
欧州 か ら帰 国

e−12 皇太 子 さま ご帰 国 e−8
「い つ の 凵 か二 人 で 訪

欧で き れ ば 幸い 」

皇 太子 さ ま帰国

e−18
皇太 子 さ ま帰国

雅 子 さ ま 同 行 で きず

「残念」

　各紙の 見出 しを比．較 してみ る と 、 （A ）朝 日 ・（M ）毎 日 ・（Y）読売は皇太子 さまの ご帰

国と、皇太子 さまの感想文書の 中か ら雅子 さ まが 同行で きなか っ た こ と、 そ して それに 対

する皇太子 さ まの お気持ち に関する トピ ッ ク を見 出 しに して い た 。 それ に対 して （S）産

経は 、 皇太子 さまが帰国 され たこ とだけを見出 しで触れ て い た 。

　見出 しにお ける 「ご 」とい う敬語表現 に 注 目す る と 、 （S）産経の み が 《ご 帰 国》と い

うワ
ー ドを見出 しに用 い て い た 。

  NWP グ ラ フ に よ る比較

表2．11　 記事 開 始 ・終 了 段 数 と面 積 の一覧

（A）朝 日 （S）産経 （M ）毎 日 （Y）読 売

頁
総 面 積

（c ）

開始段 数

　 〔段）

終了 段数

　（段）
頁

総 面積

（c ）

開始段 数

　（段）

終 了段 数

　 （段 〉
頁

総面 積

（c ）

開始段 数

　（段）

終了段 数

　（段 ）
頁

総 面積

（c  ）

開始段 数

　 （段）

終 了段 数

　 （段 ）

e・ls106、005 8 ← 1273 ．981 5e ．555 ．707 8e ．1975 ．605 7

（じm ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横囑

　 19　　 18　　 11　　　16　　　15　　　14　　 13　　 12　　 11　　 10　　　9　　　日　　　 ア　　　6　　　5　　　 4　　　 3　　　2　　　 1　　　 01

　

　

　

　

記

事
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段
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2345678910
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図2．9　NWP グ ラ フ （2004，5．24＞

　図2．9の NWP グ ラ フ か らは、

たこ とが読み取 れ る 。

1段 目か ら記事 を載せ て い た新聞社 は （S）産経 だ けだ っ
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　（A）朝 日と （Y）読売は どち らも同 じ 5段目か ら記事 を開始 して い た 。 開始段が もっ と

も低か っ た の は、 7段 目か らス ター トして い た （M ）毎日だ っ た 。

記事の 大 きさは、（A ）朝 日　 〉　 （Y）読売　〉　 （S）産経　〉　 （M）毎 日　 の 順で あ

り、（S）産経 は 1段 目か ら記事を開始 した もの の 、面積は 3番目だ っ た こ とが 分か る。

1 −4−3　皇太子 さまの 「説 明文書」公表 （2004年 6 月 9 日〜26日）

《6月 9 日》

  　見出しの比較

　　　　　　　　　　　　　 表2．12 各紙見出し
一
覧 （2004，6．9− 1面）

（A）朝 日 （S）産経

頁 見出 し 頁 見出 し

1 雅子 さま巡る発言

個 々 動 き批判する つ もりない

活動、環境づ く りが一番大切

皇太子さま説明文書

1 皇太子 さま真意説明の 文書公 表

雅子 さま の 経歴 生 か す活動願 う

「個 々 を批判す るつ もりない 」

皇太子 さ まの 文書全文

文書全文 雅子 さ まの ご体調 を巡 る 5月 10日の

皇太子 さ まの こ発言要旨

（M ）毎日 （Y ）読売

頁 見 出 し 頁 見出 し

1 個 々 の 批 判 す るつ もりない

雅子 さ ま経歴 生 か し活動 を

「人格否定 」発言

皇 太 子 さ まが 文 書

1 個 々 を批判す るつ もりはなく

現 状 わ か っ て い た だきたか っ た

皇太子さま文書で 真意

　各紙 とも 1面で 、皇太子 さまが 「人格否定」発言の 真意 を説明 された文書を宮内庁が 公

表 した こ とを報道 した 。

　また 、
こ の 日は各紙 とも 1面以外で も報道し た 。 見出 しは 以下 の 通 りで ある 。

表2，13　各紙見出 し
一

覧 （2004．6．9− 1 面 以 外）

（A）朝 日 （S）産経

頁 見 出 し 頁 見 出 し

14 皇太子さま文書

真意、具 体的 に触れ ず

長官

「心配か けお わ び 」

日常の 中、心の 傷を示唆

3 皇 太 子 さ ま真意説明 の 文書公表

雅子さま支 え る 体制づ くり急務

同 世 代の 側近が 必 要

皇太子 さ まの こ発言問 題の 経緯

皇太子 さ ま異例 の 発言の 経緯

殿下 は 宮内庁 と よ く話 し合 い た い

と ／事務 方 の 責任者 と し て お わ び し

た い

皇室 で の 自己 実現 困 難

精神科医の 香 山 リ カ さ んの 話

湯浅宮内庁長官
一

問
一

答

本来の 勤め 話 し合い を
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八 木秀次
・
高崎経済大助教授

（M ）毎 日 （Y ＞読売

頁 見 出 し 頁 見出 し

14 宮内庁 に 再 び波紋 39 皇太子 さ ま　 文 書 で 心 境

皇太子 さま再説明 そ っ とお 二 人見守っ て

「文書以 上 の こ とは …　　 」 雅子さまご回復へ

苦渋 の 長官、口重 く ゆ か りの 人 々 が 気遣い

復帰めど立たず 参与等工 夫を

雅子 さま
所功

・
京都産業大教授 （日本法制史）

の 話

英 タ イ ム ズ 記事 に 宮内庁が 抗議検討
皇太子 さ まの 訪欧前会 見 で の 発 言

要旨

面 会約40分 間

「い ろ い ろ な 話」

湯浅長官会見

き ょ う結婚記念 日

宮 内庁
一

体 と な っ て 努力 を

解説

皇太子 さ ま が 発 表され た 説 明 の 文

書 は 次 の 通 り（原 文 の ま ま）

皇太子さまの 文書 （全文）

「具 体的 な内容 公表 は 有益 で な い 」／

「心 配 か けて 心 が 痛 む 」

　見出 しに注 目す る と 、 各紙で い くつ かの 違 い が見 られた 。

　（A ）朝 日 「皇 太子 さまの 異例発言 の 経緯」で は、2002年12月 5 日 まで 遡 っ て 皇太子 さ

ま の これ まで の こ発言 に つ い て 報道 した 。 （S）産経 は 「湯浅宮 内庁 長官一問一答」 を掲

載 した 。 （M ）毎 日は、イギ リ ス の タ イム ズ紙 の 記事 に対 し、宮内庁が 抗議を検討 して い

る こ とを伝えた 。

　（Y）読売は 《き ょ う結婚記念 日》 とい う見出 しを用 い
、 皇太子 ご 夫妻が 11年 目の 結婚

記念 日を迎 えられ た こ とを伝えた 。 この 記事を掲載 した の は （Y）読売だ けだ っ た 。

  NWP グラ フ による比較

表2．14　記事開始
・
終了段数、面積

一
覧

（A ）朝 日 〈S）産経 （M ）毎日 （Y＞読 売

頁
総 面積

（c ）

開始段 数

　（段）

終了段 数

　（段）
頁

総面 積

価 ）

開始段 数

　 （段 ）

終 了段 数

　 （段 ）
頁

総面 積

（¢  ）

開始段 数

　 （段 〉

終 了段 数

　 （段 ）
頁

総面 積

（c ）

開始段 数

　（段）

終 了段 数

　 〔段 ）

1225 、765 101449 、501 101191 ．801 51142 、881 5

　下 図2．10よ り明 らか な よ うに、（A ）朝 日以外の 新聞社は い ずれ も 1段 目か ら記事 を掲

載 して い た 。 （S）産経は高さが 9 段の 記事を 1段 目 ・右上 の 場所 に掲 載 し、（Y）読売は
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図2．10　NWP グラ フ （2004．6．9− 1面）

高さが 4段 の 記事 を 1面の 真ん中あた りの 1段 目 に 配置 した 。 （M ）毎 日は 高 さ 4 段の 記

事 を 1 面の 左上 の 場所に 掲載 して い た 。

　（A）朝 日の み 高さが 5段の 記事を、左下 の 5段 目の 位置 に配置 し て い た 。 記事の 大き

さは、（S）産経　〉　 （A ）朝 日　 〉　 （M ）毎 日　 〉　 （Y）読売　の順 で あ り、各紙の 1

面の 記事の 配 置とそ の大きさか ら考える と、 1段 目の右上の 位置 から開始 した （S）産経

の 「敬意の 度合い 」が もっ とも高か っ た こ とが読み取れ る
上2
。

　以上 、対象期間中にお い て ポイ ン トとなる 日の   見出 し比較 と  NWP に よる比較 を行 い
、

各紙の 報道の 違い を読み 取 る こ とが で きた。

皿一5　「開始段荷重グラ フ （SRW グラ フ ）」

　新聞紙面で は、た とえば、A とい う出来事 を伝 える記事が 、 同 じ面 にある B とい う記事

よ りも高 い 場所に配置 された場合 、 A は B に比 べ て 重要度が 高 い こ とを示す と考えられ る 。

つ ま り、記事 の 「高 さ」は、その 出来事の 重要性 を示す荷重要素の ひ とつ と して捉える こ

とがで きる 。 さらに 、 その 記事が皇室 に関する もの である場合 、そ の 記事の 「高 さ1 は 、

皇室に対す る 「敬意 の 高 さ」に対応する と考 えられる 。

　本章 で は 、 対象期間中の 各紙が 「人格否定」発言の記事をどの 「高さ」 と 「大 きさ」で

報道 したかに つ い て 、「開始段荷 重グ ラ フ （Graphs　of　Start−htne　Reverence　Wetghts 匚SRW

グ ラ フ ］）」 を用 い て 分析す る 。

　次の 表2．15は 、各紙の 「人格否定」発言 に 関す る記事の 開始段数と終了段数、お よび記

12　 こ の 日の 1 面 以 外の 各紙 の 記 事 は、す べ て 1段 目か ら始 ま っ て い る。
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凵本の 4 大新 聞 に お け る 皐室 報道 の 比 較 研 究 （木村 ・ハ ン ナ ロ ン ・板 村〉

事面積の デ ータ
ー

覧で あ る 。 こ の 表 を もと に 、「SRW グ ラ フ 」 を作成する 。

表 2．15　各 紙 別 記 事 の 開 始 ・終 了 段 数 と面 積 の
一

覧

（A）朝 日 （S＞産経 （M ）毎 日 （Y） 読 売

日付
頁

総面積

（c ）
開始段数
〔段｝

終了段数

 
頁

総面積
（c ）

開始段数
〔段）

終了段数
椴）

頁
総 面積

（c  ）
開始段数

 

終了段数

 
頁

総 面積

（c  ）

開始段数

閾

終了段数

椴）

34208 ．463928339 、901928306 ，801834236 ，Q616
5．11e−1432 ．9845 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5．12e−1436 ．3〔｝ 89e −1292 ．1648e −s36 ，04683481 、4057
5，1338103 、95593328 ．801825459 ．041638239 ．2017
5．1438148 ．504930121 ．80172666 ．〔X） 5838127 ．6069
5．153441 ．259lo3081 、QO5830155 ．7681033550 ，2617
5．1834168 ．00143095 ，691426188 ．84283463 ．6468
5．22 一 一 一 一 3182 ，35172637 ，4068 一 一 一 一

5．24e−ls1Q6 ，0058 巳
一1273 ，9815e −855 ．7078e −1873 ．4457

5．2534107 ，841630112 ．34154446 ，48173428 ．7068
5，283876 ．238103073 ，14132863 ，92793892 ．5058
5 ．293478 ．2工 693025 ，88242825 ，849103437 ．0078
6．53872 ．938103078 ，2817 一 一 一 　 一 一 一 一

1225 ．765101449 ．501101191 ．80151142 ，8815
6．914672

，  011135 ユ0．071814397 ，4811139822 、48111
6．10 皿 一 一 一 一 一 一 一

e
−1042 ，1678 一 一 一 一

6，τ13851 ，4813 一 一 一 一 26141 ．4413 一 一 一 一

6．123474 ，80132862 ．5635237 ，40673899 ，6838
6．153810 臼．9269 一 一 一 一 3069 ．36483886 ．4027
6．193830 ．36910 一 一 一 一 一 一 一 一 3841 ．4413
6．223854 ．00510 一 一 一 一 392 ．上6810 冖 　 一 　

6．25 一 一 一 一 一 一 一 一 3084 、3213 一 一 一 一

6 ．263439 ．969 玉o2959 ．23 上 43022 ，1410ll3841 ．4457

　次に示す図2．11は 、 各紙の 「人格否定」発言 に関す る 「記事の 開始段数」 と 「記事 の 而

積」 との 関係をグ ラ フ 上 に表示 した もの で ある 。
こ の グ ラ フ の 縦軸 は記事の 「開始段 数」

をあ らわ し、横軸 は 「記事の 面積」 を示 して い る 。 グ ラ フ 上 にプ ロ ッ テ ィ ン グされた 各点

は、対．象期 間中の 各紙 の 記・事の 開始段数 と記事面積値を同時 にあ らわ して い る 。

　以 下 、こ の グ ラ フ を用 い て 、 新聞各社 が 「人格否定」発言 に関する皇室報道 の 際 に、記

事を どれほ どの 「高 さ」 と 「大 きさ」で報道 して い たか に つ い て 分析する 。
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考察

　図2，11の グ ラ フ で は 、左 に行 くほ どそ の 記事の 面積が 大きくな り、 プ ロ ッ テ ィ ン グ され

た点が 上段 に あれ ばある ほ ど、その 記事が 高 い 段 か ら始 まっ て い たこ と をあらわ して い る 。

（A）朝日

　（A ）朝 日は 、 グラ フ の 右側部分 に、 1段 目か ら 9段 目 の 上 下 の 広 い 範囲 にか けて 菱形

の 点 （◆）が プ ロ ッ テ ィ ン グ され て い る。（A ）朝 日は全20本 の 記事の うち、 5本 を 1段

目か ら開始 して い た 。

　また 、記事 の 而積 は約 200c  以 下 の もの が 多 く、（A ）朝日 の 中で もっ と も大 きな記事は

672．00c  の 1 本だ っ た 。

（S）産経

　（S）産経 は 1段 目の 部分 に四角 の 点 （■ ）が 集 中 して お り、 全 16本 の 記事 の うち12本

が 1段 目か ら開始 され て い た
13

。 また、他の 3紙 と比 べ る と、 6段 目よ り下 か ら開始 した

記事は 1 本 もなか っ た 。

　以上 の こ とか ら、（S）産経は ほ とん ど の 記事 を 1段 目に配 置 し、また、比較的高い 場

所 に記事 を掲載 して い た こ とが読み取れ る。

（M ）毎 日

　（M ）毎 日 も （A ）朝 日 と同様 、 上 下の 広 い 範囲 （1段 目か ら10段 目 の 部分）に か けて

三 角 （▲ ）の 点が プロ ッ テ ィ ン グ されて い る 。 （M ）毎日は 全20本の 記 事の うち、 1段 目

か ら開始 した もの は 7本で あ り、それ以 外の 記事は 4 段 目以下 の 部分 に集中 して い る 。

　（A）朝日と （M ）毎日は 、 （S）産経や （Y）読売に比べ て、紙面の 低 い 位置に も記事 を

配置 して い た こ とが わか る 。

（Y）読売

　（Y）読売の グ ラ フ は 、グ ラ フ の 左側 まで 丸 の 点 （● ）が広 が っ て お り、 1段 目か ら 7

段 目の 範囲で プ ロ ッ テ ィ ン グ され て い る 。 （Y）読売 は 、 4 紙 中最大の 面積の 記事 （822．48

c  ）を 1本掲載し、全 16本の うち 1段 目か ら開始 して い た記事 は 6本で あ っ た。

13　記事の 面積と 開始段 の 値が 近い た め に 、グラ フ 上 で は プ ロ ッ テ ィ ン グ され た 点が 重 な っ て い る c
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SRW グ ラ フ か らは 、以上 の こ とを読み取る こ とがで きた
14

。

皿　結論

　前 章 まで の 分 析 で は 、 わ た した ちが 独 自に 開発 した 「紙 面記 事荷 重 グ ラ フ （News

Weight　Pattern　Graph ［NWP グ ラ フコ）」 を用 い て 、 各紙 の 「皇室報道」 の パ タ ーン を図に

よ っ て ビ ジ ュ ア ル に 提示 す る こ とが で きた。 また、「開始 段 荷 重 グ ラ フ （Start−line

Reverence　Weights 匚SRW グ ラ フ ］）」 と 「ご」の 頻度 と面積 の 分析 に よ り、 日本の 4大新

聞における 「皇室」に 対す る 「敬意」の 違 い に つ い て考察する こ とがで き た 。

　本章で は さ らに、記事 の 開始段 ご とに評価点数 をあた えた 「開始段荷重指数 （Start−line

Reverence　Weights　Index 匚SRWI コ）を用 い て 、各紙の 「皇室」に対する 「敬意」の 違 い を

よ り明確に示すこ とを試み る。こ こ か ら、日本の 瓢聞 メ デ ィ ア が 皇室 に対し、どれ ほ どの

「敬意の 度合 い 」 を示 して い る の かに つ い て考察する 。

皿
一1　 「開始段荷重指数 （SRWI）」に よる 「敬意度」の分析

　次の 表3．1は対象期 間中の す べ て の 記事の 開始段数の 高さ ご とに点数 （10点〜 1点）を

あたえた もの で ある 。

　 1段 目か ら開始した記事を10点 と し、 2 段 目か ら開始 した記事 を 9点、以降、順 に点数

をつ けて い き、10段 目か ら開始 した記事を 1点 とする 。 さ らに、各段数 の 評価点の 差異 を

明確にするため 、得 られ た点数を 2 乗す る 。 そこ に それぞ れ の 記事の 面積値 をか けあわせ

た もの を 「開始段荷重指数 （Start−line　Reverence　Weights　lndex ［SRWI］）」 と よぶ 。

　SRWI は記事の ス タ
ー ト位置の 高さ とい う 「敬意」の 要素 と 、 面積値 とい う各紙 の 「人

格否定」発言 に対す る 「重 み づ け」をあ らわ した指数で ある 。

14　それ ぞ れ の 新 聞社 の 記事の 中で、面積が もっ とも大 きい もの は、SRW グラ フ に おい て すべ て 1段 目の ラ イ ン 上

　 に プロ ソ テ ィ ン グされた。紙面で は、高 い 毀 か ら記事を 開始す る と下 に 残さ れ る ス ペ ース が広 くな る の で 記 事の

　 面積 は 大 きくな り、逆 に 記事の 開始段 数が低 けれ ば、残 さ れ た ス ペ ース が 減少 す る の で、面 積 が 小 さ くな る とい

　 え る。
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表3，1　 面 積 ・開 始段 ・評 価点数 ・SRWI の
一

覧

日付 頁
総面 積

（c   ）

開始段数

　　（段）

評価 点数

（2乗値）
SRWI 日付 頁

総面 積
（c   〉

開始段数
　　 

評価点数
（2乗値）

SRWI

34208 ．4638 （64） ユ33硅L445 ．1128306 ．801 上0（100） 30680，00
5．11e −L432 ．9847 （49） 1616．025 ．12e −836 ．0465 （25．） 901，00
5．12e −1436 ．3083   326．705 ．1325459 ，04110 （100） 45904．00
5．1338103 ．9556 （36） 3742，205 ，142666 ，0056 （36） 2376，0〔｝
5．1438148 ．5047 （49冫 7276．505 ．153057 ，4083 （9｝ 516．60
5．153441 ，2592 （4） 660．005 ．182697 、3029 〔8D7881 ．30
5，183493 ，別 110 （100） 9380，005 ．222637 、4065 〔25） 935、00
5，24e −18106 ，0056 （36） 3816、005 ．24e −855 ，7074 〔16） 89120

5．2534107 ．84110 （100＞ 10784、OQ5 ．254446 ．48110qOO ） 44648、00

（
A）

朝
日

新
聞

5．283876 ，2383 （9） 686．07

（
竺

毎
日
新

聞

5．282863 ，9274 （16） 1022、72
5．293478 ，2165 （25） 1955，255 ，292825 ，8492 （4） 103．36
6．53872 ．9383 （9｝ 656．37 1191 ，80110 （100＞ 19180，00

1225 ．7656 （36） 8127．36
6．914397

．48110 〔100） 39748 ．00
6．914672

，0011 σ〔⊥00） 67200，006 ．10 巳
一1042 ，⊥674 （16） 674．56

6 、113851 ．48110 （100） 5148 ．006 ．1126141 ．44110 （100） 14144 ．oo
6，123474 ．80110 〔100） 7480．OO6 ．12237 ．4065 〔25〕 935．OO
6 ，1538106 、9265 （25） 2673，006 ．153069 ，3647 （49） 3398、64
6．193830 ．3692 （4） 485．766 ．22392 ，1683 （9冫 829．44
6．223854 ．0056 （36） 1944．006 ．253084 ，32110 （lOO） 8432．00
6．263439 ．9692 （4） 159．816263022 ．14101 （1） 22．14
計 一 2，361，73 一 919147458 ，51 計 一 2，730．工8 一 1012223222 ，96

日付 頁
総面積
（c  ）

開始段数
　　椴 ）

評価点数
（2乗値）

SRWI 日付 頁
総面 積
（c ）

開始段数
　　（段〉

評価点数
（2乗値）

SRWl

5 ．1128 ． 339 ．90110 （1DO） 33990 ．005 ．1134236 ．06110 〔100） 23606 ．00
5 ，12e −1292 ．1647 （49） 4515．845 ．123481 ．4056 〔36） 2930，40
5 ．133328 ．80110 （100） 32880 ．005 ，1338239 ．20110 α00） 23920 ．00
5，143012 上．80110 （100） 12180．005 ，1438127 ．6065 〔25） 3190．00
5，153081 ，0056 （36） 2916，005 ，1533550 ，26110 （100） 55026，00
5．183 〔｝ 95，69110 （100） 9569．（P 5．18 蟄 63．6465 （25） 1591．OO
5．223182 ．35110 （100） 18235．005 ，24e −1875 ．6056 （36） 2721．60

（
S）

産

経
新
聞

5，24e −1273 ，981lO （100） 7398，00

（
Y）

読
売

新
聞

5，253428 ．7065 （25） 717．50
5．2530112 、34110 （100） 11234．005 ．283892 ．5056 （36） 3330．OO
5．283073 ．14110 （工00） 7314．005 ．29 謎 37，0074 （16） 592．00
5．293 〔｝ 25、8829 （81） 2096、28 1142 ．88110 〔1DO） 14288．00
6．53Q78 ，28110 （100） 7828．00

6．939822
，48110 〔100♪ 82248．OO

1449 、50110 （100） 44950、006 ．123899 ．6838 〔64） 6379．52
6．93510

．07110 （100） 51007 ．OO6 ．153886 ，4029 〔81） 6998．40
6，122862 、5638 （64） 4003、846 ．193841 ．4411011 σ0） 4工44．00
6 ，262959 ．23110 （100） 5923 ．OO6 ，26384 ユ．4456 〔36） 1491、84
計

一 2，686．68 一 1430256039 、96 計
一 2，766、28 一 980233174 ．26

次の 表3．2は 、 上 表3．1から面積 、 評価点数 、 SRWI の各合計値を抽出 した もの で ある 。

表3．2　各紙別合計値の
一

覧

（A）朝 日 （S）産 経 （M ）毎 日 （Y）読 売

評価点数の 合計 （点） 919 1430 1012 980

面 積値 の 合計 （c ） 2361．73 2686．68 273  ．18 2766．28

SRWI の 合計 （ポ イ ン ト） 147458．51256039 ．96223222 ．96233174 ．26
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　各紙の 評価点数 を比較す る と、（S）産経が 1430点 と、最 も点数が高か っ た 。 逆 に （A）

朝 日は評価点数が も っ と も低 く、 919点だ っ た 。 こ の こ とか ら 、 4 紙の 中で （S）産経が

よ り高 い 位置か ら開始す る 記事が多く、（A）朝 日は よ り低 い 位 置で 「人格 否定 」発言 に

つ い て報道 して い た とい える 。

　さ ら に 、各記事の 評価点数に 面積値を掛け合 わせ た SRWI の 値 を比較 する と、（S）産経

が最 も高 く （256039．96ポ イ ン ト）、（A ）朝 日が もっ とも低 い 値 （147258．51ポ イ ン ト）だ

っ た 。 皇室 に関連す る報道にお い て は 、 全紙中 （S）産経が もっ と も 「敬意度」が高 く、 （A）

朝日の そ れ は最 も低か っ た とい える。

　以上 、 SRWI の値 を比較す る こ とに よ り、各 新聞社 の 皇室 に対 する 「敬意 の 度合 い （＝

敬意度）」の 違 い を分析する こ とがで きた 。

皿
一2　日本の 新聞の 皇室報道の特徴

　本稿 の 分析で 得た データ を  総面積 、   高 さ、   「ご」の 頻度 、   「ご」の 面積 、  

SRWI の 項 目 ご とに再検討 し、各項 目の 分析結果 を考察する 。 各項 目 の 値が 大 きい 順 に 4

点か ら 1 点の 点数をあた え、各紙の 合計点数を算出す る 。

表 3．3　各項 目の点 数
一

覧

（A）朝日 （S）産経 （M ）毎日 （Y ）読売

  面 積 （c ）
　 1点
（2361．73）

　 2点
〔2686．68）

　 3点
（2730．18）

　 4点
（2766．28）

  「高 さ」 （点）
／点

（919）

4点
（1430）

3点
（1012）

2点
（980）

  「ご」の頻度 （回）
1点
（2＞

4点

（19）

2点
（4）

3点
（5）

  「ご」 の 面積 （c  ）
1点

（0．64）

4点

（9）

3点

〔1．76）

2点

（L28）

  「開始段荷重指数 （SRWI＞」
　 　1点

（147458，51）

　 　4点

〔256039．96）

　 　2点
（223222，96）

　 　3点

〔233174，26）
合計点数 5点 18点 13点 14点

注 ．（ ）内は 各項 目の 値 を あ ら わ す

　表3．3よ り、5 つ の 項 目の 合計点数が もっ とも高か っ た の は 、18点の （S）産経で ある 。 （S）

産経は 皇室に対 して 、 もっ とも 「敬意度」が 高か っ た と い える。 その 次は 14点の （Y）読

売で 、続 い て （M ）毎 日 （13点）の順 であ っ た 。

　逆に 、皇室 に対する敬意の 度合 い が 最 も低か っ た の は、 5 点の （A ）朝日だ っ た 、 （A ）

朝 日はす べ て の 項 目で 最下位で あ り、 4 紙の 中で もっ と も皇室 に対す る 「敬意度」が低か
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っ た と い える 。

皿 一3　 「敬意度」 と報道量の相関

　次 の 図3．1は、図 2．2 （本稿69頁）の 6 月 9 口以 降の 部分を拡大 した もの で あ る。

■   朝日 新聞　 囲 （S）産経新 聞　■ 〔M）毎 目新聞 　■ （Y｝読売新聞

7　 S　　9　 10 　11 　12 　 13　14 　 15 　16　 1了　18 　19　20　21　 Z2　23　24　25　26

　図3．1　各紙の 報道量 の 変 遷 （2004，6．9〜6．26）

　 6 月 9 日、各紙は宮内庁が 公表 した皐太 了
一
さまの 「人格否定」発言 に 関する説明文書に

つ い て報道 した 。 以 ドは 、 その 内容 の
一

部で ある ，

　皆 さん に何 よ りもお伝 え した い こ とは 、今後、雅 子本人 も気力 と体力 を充実 させ 、

本来の 元気な 自分を取 り戻 した上 で 、公務へ 復帰す る こ とを心か ら希望 して い る とい

うこ と で す。雅子の 復帰の ため に は、い ろ い ろ な工 夫や 方策 も必要 と考 えます し、 公

務の あ り方 も含め て 宮内庁 と もよ く話 し合 っ て い きた い と思 っ て い ます。多くの 方 の

暖か い お励ま しに、私 も雅子 もたい へ ん感謝 をして い ます 。 雅子が早 く健康を 回復し、

復帰で きる よ う、私 自身 も全力で 支えて い くつ もりで す 。

　最後に、雅子の 回復の た め に は静か な環境が何 よ りも大切 と考 えますの で 、 引 き続
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き暖か く見守っ て い ただければ幸に 存 じます 。 （宮 内庁 2004bl 下線 は引用者）

　図3．1を見る と、文書が 公表され た 9 目 を境 に して 、翌 10 日以降の 報道量が 各紙 と も大

幅に減少 して い るこ とが分か る。 こ れは、皇太子 さまの説明文書を受け、各紙が 「静か な

環境 をつ くる」＝ 「報道 しな い 」こ と で 、 阜太子 ご夫妻 に 対 して 配慮す る姿勢 をあ らわし

て い る と考えられ る 。

　以下 の 表3，4は 、10日以 降の 各紙の 報道量 を合 計 した もの で ある 。

表3．4　各紙 の 報道 量 （2004．6．10〜6．26）

報道量 （c ）

（A）朝 日 357．52
（S）産経 121，79
（M ）毎日 488．98

（Y）読売 268．96

　表よ り報道量の 多い 順 に 、 （M ）毎日　〉 　（A ）朝 日　〉　（Y）読売 　〉　（S）産経で

ある 。

　こ の 期間の 各紙の 報道量 を比 較す る と、以 下の こ と を読み 取る こ とがで きる。

  （S）産経 ・（Y）読売 の 「抑制」

　 6 月 9 日直後の 10日・11月の報道量 に注目す る と 、 （S）産経 と （Y）読売は 「人格否定」

発言 に関す る報道をま っ た くし て い な か っ た 。 表 3．4に お い て も明 らかな ように、（S）産

経の 報道量 は121．79c  と 4紙 中も っ とも低 く、こ の 期間 にお い て 報道量 を 「少 な くする 」

こ とは、皇太子 ご 夫妻に対する 「配慮」を示 して い る と考え られ る 。

　また 、 （Y）読 売の 報道量 も 4 紙中 3番 目で あ り、こ の 期間中は報道を 「抑制」 して い

た とい える （268，96c ）。

　以 土 の こ とか ら、（S）産経 と （Y）読売が報道 を 「抑制」 し、皇室 に対 して 「配慮」を

示す こ と は 、そ の ま ま皇室 に対する 「敬意 の 度合 い 」に対応 して い た と考えられ る 。

  （M ）毎 日 ・（A ）朝 日の 「饒 舌」

　逆 に 、こ の 期間中に 報道量が もっ とも多か っ たの は （M ）毎 日であ っ た （488．98c ）。

　皇太子 さ まの 「人格否定」発言 に つ い て の 説 明文書 の 報 道があ っ た翌 日 の 10日、（M ）
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毎 日は 「英紙に 皇太子 さまの 記事が あ っ た」 と報道 し、翌 11日に も雅子 さ まに つ い て触れ

た米紙の 報道を紹介 し、皇太子 ご夫妻に対する海外紙の 報道に つ い て 伝えて い た 。 また 、

6 月12 日と15日、22 日と25 日に も報道 した 。

　また、（A ）朝 日に つ い て も357．52c  と報道量が 最小 の （S）産経の 約 3倍で あ り、 4紙

の 中で 2 番 目に報道量が 多か っ た 。

　皇太子 さまの 「静か な環境 をつ くる」とい うご 要望 に対 して 、 皇室に つ い て 「饒舌」 に

語る （； 報道量 を 「多 くす る」〉 こ とは 、 皇室 に対 する 「敬意」の 「低さ」に つ なが る と

考え られ る 。

　以上 の 分析 の 結果 よ り、 各紙の 皇室に対す る 「敬 意度」の違 い が、それ ぞれ の新聞社の

「報道量 」に対応 して い た とい えるだ ろ う。

】〉　課題 と展望

　本稿で は各紙の 「人格否定」発言の 報道にお ける さまざまな荷重要索を比較 ・検討す る

こ とに よっ て 、各紙の皇室 に対す る 「敬意度」の 違 い を分析 して きた 。 これ らは 、 時系列

の 「荷重 グ ラ フ」や 、 「紙面記事荷重グ ラ フ （News 　Weight　Pattern　Graph （NWP ））」、「開

始段荷 重 グ ラ フ （Graphs　of　Start−line　Reverence　Weights 匚SRW ］）」な ど 、 各紙 の 「敬 意

の 度合 い 」を視覚的 に示す ツ
ー

ル に よ っ て 得 る こ とが で きた 。

　最後 に、本稿 で得 られた知見 をもとに、前章まで の 分析方法 を援用 して 、2005年 6月 27

日の 天皇 ・皇后両陛下 の 「サ イ パ ン 慰霊 訪問」に 関する報道 を検討する 。

N − 1　天皇 ・皇后両陛下の 「サイパ ン慰霊」報道

　2005年 6 月27 日に 、天 皇 ・皇后 両陛下は太平洋戦争の 激戦地 とな っ たサ イパ ン 島の 「バ

ンザ イ ク リ フ 」な どの 戦跡や戦没者慰霊碑 を訪問 され 、 戦没者 を慰霊 された 。

　次の 図4．1は 、サ イパ ン慰霊訪問 を報道す る2005年 6 月27日の （A）朝 日
・
（S）産経 ・

（M ）

毎 日
・
（Y）読売の そ れ ぞれ の夕刊の 1面で ある

15
。

15 い ず れ も大阪版 の 原版を使用 し、本章 の デ
ーダ は すべ て 実寸 を用 い て い る．
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　各紙 の 1 面か ら 「紙面記事荷重 グラ フ （News 　Weight　Pattern　Graph）」 を作成す る と、

次の 図4．2の よ うになる。

〔cm ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 横幅
39　3B　37　36　35　34　33　32　31　30　29　2B　27　26　25　24　23　22　21　20　19　1B　17　16　15　14　13　↑2　11　10　9　 B　ア　 6　 5　 4　 3　 2　 1　 0

記

事
開

始
段

数

日

鬨

図4．2NWP グ ラ フ （2005．6．27一夕刊 1面）

「サ イパ ン 慰霊」報道に お け る各紙の特徴

  見出 し ・記事 の 比較

　 まず 、 記事 の 場所 をNWP グラ フ （図4．2）に よ っ て比較する と、（S）産経 は 1段 目 ・右

上 の 場所に記事を配 置 して い る 。 それ とは対照 的に 、 （A ）朝 日の 記事は 、 1面 の左 下の

部分 に割 り付 け られ て い る 。

　各紙の 「出発」を報 じる見出しを比、較す る と、（A ）朝 凵が 《サ イパ ン へ 両陛下出発》、 （M ）

毎日は 《サ イ パ ン 訪問両陛下が 出発》、（Y）読売が 《両陛下　サ イパ ン へ 出発》 と報道 し

て い る中、（S）産経の み が 《サ イパ ン へ ご 出発》とい う 「ご 」 を用 い た敬語の 表現 を用

い て い た。

　 また、（S）産経は、 4紙中、 もっ とも記事が 大 きか っ た （524．4c  ）。 逆に、も っ と も

記事面積が 小さい 新聞社は （M ）毎 日で あ っ た （49．7c  ）
16

。

16　写真 を掲載 した 新 聞社 は、（s）産経 と（Y）読売で あ る。と もに天 皇 ・皇后 両陛下 が政府専 ｝tl機 の タ ラ ッ プに 立つ 姿

　 をそ れ ぞ れ 違 う角度か ら撮 影 して い る，（S）産経が 、政 府専用 機 に 描 か れ た 国旗 （日 の 丸） を背景 に した 写 真・を

　 採 用 して い る こ とが興味深い 。
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  SRWI に よ る 分析

　各紙の そ れぞ れ の 記事の 開始段数に点数 （11〜 1点）をあたえ 、 それに記事の 面積値 を

か けあわせ た もの をSRWI と して 算出する。 1段 目か ら開始 した記事 を11点 と し、 2段 目

を10点、以降、順 に点数 をつ けて い き、 11段 目か ら開始 した記事に 1 点の 点数 をあた える 。

　以下 の 表 4．2は 、 以上 の 手順 で算出 され た各紙の SRWI の
一

覧であ る 。　 SRWI を用 い て、

各紙の 「敬 意度」 を検討す る 。

表 4．2 各紙別 SRW1 一
覧

面 積 （面〉 開始段数 （段） 評価点数 （点） SRWI （ポ イ ン ト）

（A）朝 日 99、4 11 1 99．4

（S ）産経 524，4 1 11 5768．4
（M ）毎 日 49，7 8 4 198．8

（Y）読売 271，0 4 8 2168，0

　各紙の SRWI を比較する と、上 表よ り明 らか な よ うに、（S）産経の SRWI が もっ とも大

きか っ た （5768．4）。 2位 は2168．0の （Y）読売で 、 （M ）毎 日は 3位 （198．8）、そ して も

っ ともSRWI が小 さか っ たの は （A ）朝 日だ っ た （99．4）。

　以上 、「サ イパ ン慰霊」の 報道に お い て も、 本稿の 「人格否定」発言の 分析 と同様、皇

室に対す る 「敬意度」が もっ とも高か っ たの は、（S）産経で あ っ た 。 逆 に、「敬意度」が

もっ と も低か っ た の は （A ）朝 日 で あ っ た 。 2 位が （Y）読売、 3 位が （M ）毎 日 とい う

順番 も、前章まで の 分析結果 と重 なっ て い る 。

N −2 残 された課題

　新聞紙面 には 「見出 し」、 「記事面積」、 「写真」、 「記事 ・見 出 しの 文字数」、 「記事の 割付

け」 などさまざまな荷重要素があ る 。

　本稿 で は 、 主に 「皇室報道」に関する記事面積 、 記事の 開始段数、見出 しにお ける 「ご」

表現の 頻度 ・面積 に注 目し、分析 を行 っ て きた 。 得 られた各値 をグラ フ 上 にプ ロ ッ テ ィ ン

グ して 時系列の 「荷重グ ラ フ 」や 「開始段荷重 グ ラ フ （SRW グ ラ フ）」を作 成 し、さ らに 「開

始段荷重指数」を算出す る こ とで 、各紙の 報道の 特徴 を比較 ・検討 した 。

　最後に 、分析を通 して 気づ い た い くつ か の 課題 に つ い て述 べ る。
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紙面 に お け る 記事 の 配置

　本稿で は、「高 さ」の み にポイ ン トを しぼ る こ とに よっ て 、どの面の 記事で あ っ て も分

析を適用 する こ とが で きた 。しか し 、 第 1面 に記事が掲載 される 場合 とそれ以外の 面に掲

載 され る場合 と で は 、重要度に は差がある と考え られる。

　また 、同 じ面 にお ける記事配置 に も重 要度の 違 い が ある 。 本章の 「サ イパ ン慰霊」報道

の 分析か ら明 らか な ように 、第 1 面で は 、右．．ltの 場所 は特 に重要な記事 が配置 され る。そ

の 他 の 面で は、大きな記事が どの 場所に配置 され る か は 、

一
定 して お らず 、 その 面 の レ イ

ア ウ トに 左右 され る 。 こ の よ うに 、ある 面 にお ける ある記事の 重要性は 、 「高さ」だ けで

は な く、左右の位置をも考慮に入れ て比 較す る必要が ある だ ろ う
17

。

各国の 「王室報道」の 比較

タ イや 日本だ けで な く、世界に は王室 が存在 する国は他 に もた くさん ある 。 イギ リ ス に

代表 される ヨ ー
ロ ッ パ の 王室や ア ジア の 国々 の 王室 に つ い て は、そ の 国独 自の 王室報道の

方法が あ り、 同時に 、 各メ デ ィ ア の 「敬意」の あらわれ方 も多様 に存在する と思われ る 。

　本稿で は、タ イの 新聞にお ける 「王室報道」の視点 ・
特徴を きっ か けに 、日本の 新聞の

「皇室報道」の 特徴 を比較 ・検討 した 。 他の 国 と 日本や タ イの 「皇 ・王室 」報道 を比 較す

る こ と に よ っ て 、また 新たな分析 の 視点が うまれ、よ り広 い 視野 をもっ た グ ロ ーバ ル な研

究が 可能 とな るだ ろ う
18

。

17 杉 野 定 嘉 は、新 聞 記 事 の レ．イア ウ トの 原 則 に した が い 、紙 面の 1 ペ ージ を縦横 三 等分割 した 9 個 の ブ ロ ッ ク を設

　　定し、順 に 9 点 か ら、1 点の 得点 を 5・え、そ の 指 数 を 「記 事開 始位置 」 と した （杉 野 20〔ゆ 。
18　タ イの 国 内で はい た る とこ ろ に 国旗 が掲 げ ら れ、ラ ジ オ か らは 毎 日、朝夕の 決ま っ た 時刻 に国歌が 流 れ る 。 国王

　　や王 室 に 関 す る トピ ッ ク は メ デ ィ ア を通 じて毎 日の よ うに、しか も、常 に最大 の 敬意 を 込 め て 伝 え ら れ る、，新 聞

　 　で は、土 室 に 関す る記事 は 他の ど の 記事 よ りも紙 面 の 高 い 場所 に 配 置 して 報道 され る。こ の よ うな タ イの メ デ ィ

　　ア に おけ る王 室報 道の 姿 勢は、まさに タイ人の 土室 に対 する 「敬意」 を象徴 して い る とい える。タ イ人 に とっ て

　　王 室 は 国 の シ ン ボ ル で あ り、国王 は タ イ人の ア イデ ン テ ィ テ ィ その もの で あり、それ は た とえば、オ リ ン ピ ッ ク

　　で メ ダ ル を取 っ た タ イ の 選 手が、表彰台で 国土 の 写真 を 高 々 と掲 げる とい っ た 行動 に もあ らわ れ て い る。
　 　 現在 の タ イ社会 に お い て 、国土 の 存在 は 大 きく、王室 の 役割 は 非常 に 重要 で ある た め、こ こ しば ら くは、タ イ

　　の メ デ ィ ア におけ る王室 の 報道 に変化 が見 られる こ とはない だ ろ う。しか し今後、タ イの 国が 現在 よ りもさ ら に

　　発展 し、人び とが 経済的に 豊か に なる につ れ て、タ イ社会に お ける 国王 や王 室 の 影響力 が小 さ くな っ てい っ た と

　　きに、タ イ の 人 々 の 工 室 に対 す る意識 は変化す る と考 え られ る 。そ の 時、メ デ ィア の 工 室 に 対す る 報道 は 、日本

　　の よ うに、各メ デ ィ アが それぞ れの 立 場か ら王室 に 対す る重 み づ けを して 報道 す る よ うな、い わ ば 「民 主主義 的 」

　 　なメ デ ィア の あ り方 に変 化す る と考 え られ る。

　　　もち ろ ん、日本の 皇室 と タイ の 王 室 には そ の 歴 史 的背 景に 大 きな違 い が ある。特 に 、第二 次世界 大戦 に おけ る

　 　両 国 の 経 験 の 違 い は 、戦 後の タイ と 日本 に お ける ロ イヤ ル フ ァ ミ リ
ー

の あ り方 や、目本 人の 皇室 に 対す る意識 に

　　大 きな影響 を及 ぼ して い る。本稿 の 分析 で 明 らか に なっ た ように、日本 の 新 聞メ デ ィ ア に お ける皇 室報道 は、「写

　　真」、「記事 の 配置場所」、「記事の 内容」、「敬語」な ど．新聞各社に よ っ て 「敬意 の 度合 い 」 に さま ざまな違 い が

　 　見 出 さ札 た。しか し、現 在 の 皇 室 に と っ て 、マ ス ・メ デ ィ ア の 果 たす役 割 は非常 に 大 きい 。人 び との 「皇室」 に

　　対す る 敬意の あ り方如何 に 関わ らず、折 に ふ れて 「皇室報 道」 が行 われ る こ とに よ っ て．日本人 は 自分た ちの 国
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むすび に か えて

　新聞は、単に情報 の 「内容 （message ）」 を伝達 す るだ けで ない 。 新聞 は、限 られた 2

次 元 平面 上 に多様 な記 事 を選択 的 に配列 す る こ と に よ っ て 、出来事 の 「荷重 semio −

weight 」（重要性や 評価） を差異化 して伝達す る特 異な媒体 で ある 。 ど の 記事 を紙面 の ど

こ へ 割付 けるか、見出の キ
ー

ワ
ー

ドを何にするか、語句をどの ぐらい の大 きさで組 むか、

とい っ た選択的所作 によ っ て、新聞は編集者の 正 負の 荷重評価を明示的 ・暗示的に表現 ・

伝達 して い る と考え られ る。

　「見出 し」や 「割 り付け」 とい っ た荷重要素 は 、 注意の 喚起 と予期の 誘導 、 価値の 分極 ・

川頁序化 とい っ た重要 な機能を果 た して い る に もか か わ らず、「内容」その もの を読み取 ろ

うとする読者には意識 され に くい 。 メ ッ セ ージ内容 を指向す る意識に は 、 メ ッ セ ージ の 荷

重成分 （メ タ ・メ ッ セ
ー

ジ）はそ れ と気づ か れ な い まま無意識の うちに受容 されて しまう

傾向が あ る 。 われわれは一連の 荷重報 道研 究をつ う じて 、 新聞報道の もつ これ ら暗黙の 要

素を指標化 し、グ ラ フ を用 い て 、可視的に表現する方法を模索 して きた 。 それは、新聞の

「無意識」 の次元 に科学的 な探照の 光 りを投 じよ うとする ひ とつ の 工 夫で もある 。

　 タ イか ら日本 に留学 した ハ ン ナ ロ ン は 、 日本の新聞が皇室で の 行事や 出来事を報 じる際

に、タ イ国の 新聞 と くらべ て記事の 割付 け位置に顕著 な差異が ある こ とに驚い た。タイで

は王室 に関連す るほ とん どすべ て の 報道記事が つ ね に最上 位の 段に掲載 され る の に対 し、

日本で は新聞に よ り、記事 の掲載位置がまち まちなの で ある 。
ハ ン ナ ロ ン は 、記事の 開始

位置 （この 場合 は開始段 数）を王 室にた い する意識的
・
無意識的な 「敬意」の 表現 とみ る こ

とはで きない だろ うか と考 え、開始段 数に よる敬意 度 （正 の荷重）の 指標化 をこ ころみ た。

また 、 タ イ の 干室報道にお い て は常に敬語が使用 され る こ とか ら、 日本の 皇室報道におけ

る敬語の 使用 に つ い て検討 し、見出 しにおける 「ご」の 使用頻度を測定 して 比 較 した。

　折 し も、2004年 5月 10日の 記者会見にお ける皇太子の 「人格否定」発言 をめ ぐる報道合

戦が留学中に発生 した 。 筆者らは 、 こ の 発言をめ ぐっ て 日本の 4 大新聞が どの よ うな報道

を展開 したか 、一連の 事態の 推移 を 「荷重グ ラ フ 」 を作成 して 比較分析 した ． その 結果 、

朝目、産経、毎 日 、 読売の 各紙で 、 有意 な差異が検 出された 、
い うまで もな く、わ れわれ

の 研究は 萌芽的な段階に留まっ て い る。 しか し、日本 とタイの 王室報道の 差異 に加 えて 、

こ の研究 を通 じて明 らかに なっ た 日本 の 新聞各社 の 報道姿勢 の 差は 、 民主主義国 における

に
「 E室」が ある こ と を無 意識の うちに 冉確認する 。 それ ぞ れ の 国民の 意識の 中に 「皇室」や 「王室」 に対す る

「敬 意」が再生 産 され る 限 り、今 後 も皇 室 ‘PT ．室が な くなるこ とはない だろ う．
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板村）

王 室 の 存在意義と メ デ ィ ア の 対応の あ り方 を検討するた め の ひ とつ の 資料 と して の 意義 は

もちうるだろ う 。 研究 を継続す る こ とで荷重報道分析 に洗練 を加 え、新 しい メデ ィ ア ・ウ

オ ッ チ ン グ の 方法 と して の 発展 を期 した い
。
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資料 2　皇太子 さまの デ ン マ ーク ・ポル トガル ・ス ペ イン ご訪問の 記者会見の 内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成16年 5 月10日／東宮御所）

〈宮内記者会代表質問〉

　（問 1 ）訪問 され る デ ン マ
ー

ク 、ポル トガ ル 、ス ペ イ ン に つ い て の 印象と 、
ご 訪問に 当

　　た っ て の 抱負 をお聞かせ くだ さ い
。 結婚に臨むデ ン マ

ー
ク、ス ペ イン の 皇太子殿下 と

　　は ど の ような思 い 出が お あ りで すか 。 また、今回ヨ ル ダン は訪問が 見送 られ ましたが 、

　　殿下 の お気持 ちをお話い た だけれ ば と思 い ます。

　（皇太子殿下）

　　　こ の 度、デ ン マ ーク 、ポ ル トガ ル 、ス ペ イ ン の 3 か国か らの ご招待 に よ りこ れ らの

　　国 々 を訪問す る運 びとな っ た こ とを大変有 り難 く思 っ てお ります 。 こ の うちデ ン マ
ー

　　ク、ポル トガ ル に つ い て は今回が 初め て の 訪問 とな ります 。 デ ン マ
ー

ク は童話作家で

　　有名な ア ン デ ル セ ン で す とか、それか ら人魚姫の 像、ハ ム レ ッ トの 舞台となっ たク ロ

　　ンボー城 、 こ うい っ た もの がす ぐに浮か びますけれ ども、福祉政策の 進 ん だ国で あ り、

　　また 国際人道支援 にお い て も大 きな役割 を果た し 、 女性の 社会へ の 進出が 目覚 ましい

　　国と聞い て お ります 。 ポ ル トガ ル は我が 国が最初 に接 した ヨ ーロ ッ パ の 国で あ り、 古

　　 くか ら の 両国 の 交流に つ い て は と て も興味が あ ります。ス ペ イ ン に つ い て は、私 は以

　　前 に 3 回ほど訪問 した こ とがあ ります 。 人 々 の明る さ も印象的で したけれ ど も、 ア ル

　　ハ ン ブラ宮殿 や 城 壁に囲 まれ た トレ ドや ア ビ ラ の 街並み 、ベ ラ ス ケ ス や グ レ コ な どの

　　絵画 に も深い 感銘を受けました 。 また、先ごろ の マ ドリ ッ ドにおける列車爆破事件に

　　つ い て は多 くの 方々が亡 くなられた り負傷 され た りしま した。こ こ に心か ら哀悼の 意

　　 とお 見舞 い を申 し上 げ ます。

　　　デ ン マ
ー

ク、ス ペ イン両国で は皇太子殿下の ご結婚式へ の 出席が 目的ですの で 、私

　　た ちか らの お祝い をお伝え しよ うと思 い ます 。 また、そこ に 同席 され る諸外国の 王 室

　　の方々 を始め とした方 々 と の 旧交 も温め て きた い と思 っ て お ります 。 ポ ル トガ ル も含

　　め て 、 今回の 訪問が 、それ ぞ れ の 国 と我が 国と の 友好親善関係の 増進に役立 つ こ とを

　　願 っ て お ります 。 また、今回は雅子が同行で きない の が残念ですが 、雅子 と二 人で 将

　　来外国訪問が で きる こ とを心か ら願 っ て お ります 。

　　　デ ン マ
ー

ク の フ レ デ リッ ク皇太子殿下 にお会 い した の は平成 9年に殿下が訪 日され

　　た際 に 、 東宮御所で お昼 をご 一
緒 した時です 。 さらに 2 年前 の オ ラ ン ダ の 皇太子殿下

　　の ご結婚式の 際に もお 目に かか っ て い ますが 、とて も・明る く気 さ くな方 とい う印象 を
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日本の 4 大新聞に お け る 皇室報道の 比 較 研究 （木村
・ハ ン ナロ ン

・
板村）

　持ちました 。所属 し て お られ る軍隊の 関係で 、潜水夫 ・
フ ロ ッ グ マ ン として の か な り

　大変な訓練 を受 けられた こ とな どを話 して お られ ました。また 、
ス ペ イ ン の フ ェ リ ペ

　皇太子 殿下 に は、私が イギ リス に留学中に ス ペ イン の マ ヨ ル カ 島に ある ス ペ イ ン の 国

　王陛
．
ドの ご別邸に お招 きを頂 い た折、国王 陛

．
ドと ご 一

緒 に終始温か くお もてな しを頂

　きま した 。 また結婚後に は 、 平成 10年 に フ ェ リペ 皇太子殿下 が 公賓と して 日本を訪問

　 され た 際に東宮御所で お 昼をご 一
緒 し 、 そ の 後鎌倉方面 に もご一

緒 い た しま した 。 フ

　 ェ リ ベ 皇太子 殿 下 は非常に大 きく、 2 メ ー トル 近 くおあ りに な っ て 、とて も背の 高 い

　方で して 、 鎌倉で の 昼食会場 とな っ た 囗本家屋が何か小 さ く感 じ られま した 。

　　とこ ろ で 、 5 月 1 日に EU は25か 国 に拡大 され ま した 。 今 回 の 3 国は 従来か らEU

　の 加盟 国で すが、こ れ らの 国々 が 新 しい EU の 中で どの よ うに進 ん で い くか とい うこ

　と も今 回感 じ取る こ とが で きれ ばと思 っ て い ます 。 また 3 国 と も伝続的な海運 国で あ

　 りますの で 、 私 の専 門と して い ます海上交通ある い は河川交通 の 而か ら も何か新 しい

　知識が得 られれば と思 っ て い ます。

　　ヨ ル ダ ン に つ い て は 、 9年前 に訪問 してお りますけれ どもそ の 際は 日程 を大幅 に短

　縮する こ と とな りなが ら 、 当時 の フ セ イ ン 国王陛下 を始め大変心の こ もっ たお もて な

　しを頂 きま した 。 その 後 フ セ イ ン国王 陛下に は残念 なが ら亡 くなられ、ご葬儀に参列

　させ て い た だ い た こ と も大変感慨深 く思 い 出 します 。 その 意味で も、日本 で以前 にお

　会 い した こ ともある ハ ム ザ 皇太 子殿下 の ご結婚 に伴 う祝宴 に出席し て 、そ して お祝い

　をお伝 えする こ とが で きれ ばと思 っ て お りま した けれ ど も、 今 回は諸般の 事情で 訪問

　する こ とがで きずに誠に残念で す 。 お 二 方の 末永 い お幸せ をお祈 りす る とともに 、お

　会 い す る機会 を楽 しみ に して い ます 。

（問 2）今回 、皇太子 妃殿 下 の ご 訪問に つ い て は 、 ぎりぎりまで 検討さ れ ま したが 、 最

　終的に は見送 られま した 。 殿下 お
一方 で ご訪 問 され る こ とに至 っ た経緯、結果に つ い

て の 殿 ド、妃殿下 の お気持ちをお 聞かせ くだ さい
。 妃殿下 の現在 の ご様子 、ご 回復 の

　見通 しに つ い て も改め て伺 えれば と思 い ます 。

（皇太子殿 ド）

　 今回 の 外国訪問に つ い て は、私 も雅子 も是非二 人で 各国を訪問で きれ ば と考えて お

　りました けれ ど も、雅子 の 健康の 回復が 十分で は な く、 お医者様 と も相談 して、私 が

単独 で行 くこ ととな りま した 。

　　雅子 には各国か らの ご招待に対 し、深 く感謝し 、 体調の 回復 に努め て きたに もか か

　わ らず、結局、ご招待をお受けする こ とが で きなか っ た こ と を心底残念 に思 っ て い ま
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す 。 殊に雅子に は 、 外交官として の 仕事 を断念 して皇室 に入 り、国際親善を皇族とし

て、大変 な、重要 な役 目と思 い なが らも、外国訪問 をなか なか許され なか っ たこ とに

大変苦悩 して お りま した。今回 は、体調 が十分で は な く、皇太子妃 と して ご結婚式に

出席で きる貴重な機会 を失 っ て しまうこと を、本人 も大変残念が っ てお ります 。 私 も

本当に残 念で 、 出発に当た っ て、後ろ髪 を引かれる思 い で す 。 私 たちに は 、
ヨ
ー

ロ ッ

パ の 王室 の 方 々 か ら、い つ も温 か く接 して い た だい てお り、フ レ デ リ ッ ク、フ ェ リペ

両皇太子殿下 とは、限られ た機会 の 中で はあ りますけれ ども、 楽しい 思 い 出が多 くあ

る ため、今回の こ とは とて も残念に 思 っ て い る よ うで す 。

　雅子の 長野県 で の 静養の ため の滞在は、幸い 多 くの 方 々 の ご協 力を得 て 、 静か な中

で過 ごす こ とがで きました 。 こ の 場 をお借 りして 、協力 して くださっ た皆 さんに雅子

と共 に心か らお礼を申し上げます 。 雅子か らも皆 さんに くれ ぐれもよろ しくと申して

お りま した 。

　長野県で の 滞在は 、とて も有益 なもの で は あ っ た と思い ますが、まだ、雅子 には依

然 として体調 に波が ある状態で す 。 誕生 日の 会見の 折に もお話しま したが、雅子 に は

こ の 10年、自分を一生懸命、皇室 の 環境 に適応 させ ようと思 い つ つ 努力 して きま した

が 、私が 見る と こ ろ 、 その こ とで 疲れ切 っ て しま っ て い る よ うに見えます 。 そ れ まで

の 雅子 の キ ャ リ ア や 、そ の こ とに基づ い た雅子の 人格 を否定す る ような動 きが あ っ た

こ と も事実です 。

　最近は公務 を休 ませ て い ただ き、以前、公務 と育児 を両立 させ よ うと して 苦労 して

い た こ ろ には子供 に して あげ られ なか っ た よ うなこ とを、最近は して あげるこ とに 、

そ うい っ た こ とを励み に 日 々 を過ご して お ります 。 そうい う意味で 、少 しずつ 自信を

取 り戻 しつ つ ある よ うに も見え ます けれ ど も、公務復帰 に当た っ て 必要な本来の 充実

した気力 と体力を取 り戻すため には、今後 、 い ろ い ろ な方策や工夫が 必要である と思

われ、公務復帰 まで に は 、 当初考え られ て い た よ りは多 く時間が掛か るか もしれ ませ

ん 。 早 く本来の元気な 自分 自身を取 り戻す こ とが で きる よ う 、 周囲の 理解 も得なが ら、

私 と して もで き得 る 限 りの 協力とサ ポ
ー

トをして い きたい と思 っ て い ます 。 今後 、 医

師の 意見に よ っ て、公務復帰 に向けて は足慣 ら しの ため に 、 静か な形で の プライ ベ ー

トな外 出の 機会 を作 っ て い くこ とも必要であ るか と考えて い ます 。 引 き続 き、静か な

環境を保たれ る こ とを心か ら希望い た します 。
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〈在 日外国報道協会代表質問〉

　（問 3） こ の 度 の ヨ ーロ ッ パ ご訪問に際 し、王室 の ご婚礼 に ご参列 され ます が 、我が 国

　　デ ン マ
ー

クで は王室 と国民 が近 い 位置 に あ り、 また女性が王 位に就 い てお ります 。 日

　　本で は女性が皇位 に就 くこ と と皇太子 ご一家 の こ公務 の ご負担 を軽減 され る こ との 2

　　つ の 点に つ い て話題 にな っ て お ります 。 女性 が皇位 に 就 くこ と と皇太子 ご一家の こ公

　 務ご負担 を軽減 される こ とに つ い て デ ン マ
ー

ク の 王室か ら何か 学ばれ る こ とが ご ざい

　　ますか 。

　（皇太子殿 ド）

　　 先ほ ども申しました けれ ど も、私が デ ン マ ーク を訪問す る の は今回が初め て で すけ

　　れ ど も、 今回は フ レ デ リ ッ ク皇太子殿下の ご結婚式 に出席させ て い ただ きますの で 、

　　こ の機会 にデ ン マ
ー

クの王室始め デ ン マ
ー

ク の い ろ い ろ な分野 に つ い て 3 日間と い う

　 限 られ た期間で はあ ります けれ ど もい ろ い ろ と学べ れ ば と思 っ て い ます 。 もちろん、

　 王室 の 制度を始め と して、各国の 制度はそ れぞ れ の 国の 歴史や 文化、 ある い は 、 国民

　 の考 え方 に根 ざ した もの で あ りまして 、 今回の 訪問で もい ろ い ろな制度に つ い て、そ

　 の 背景 とな っ て い る歴 史や 文化 ある い は国民の 考え方に つ い て 理 解を深 め た い とい う

　 ふ うに思 っ て い ます 。

　　 なお、公務の 在 り方に つ い て は、私 は以前 に もお 話 した ように、新 しい 時代に ふ さ

　 わ しい 皇室像 を考 えつ つ 見直 して い くべ きだ と考えます 。 女性が皇位 に就 くこ とに つ

　 い て は、こ こ で は 回答 は 控 えたい と思 い ます 。

〈関連質問〉

　（問 4 ）殿下 、大変、ち ょ っ と失礼な質問に な っ て しま うか もしれ ませ ん が、先 ほ どお

　　答えに な っ た時に で すね 、 妃殿下の キャ リアや 人格を否定する よ うな動 きが ある とお

　　っ し ゃ い ましたが 、差 し支 えな い 範囲で ど の よ うな こ とを念頭に置か れだお 話なの か

　　質問 させ て い た だきた い の ですが 。

　（皇太子殿下）

　　　そ うですね 、 細かい こ とは ち ょ っ と控 えたい と思 うん ですけれ ど、外 国訪問 もで き

　　なか っ た とい うこ とな ども含 め て ですね、そ の こ とで 雅子 もそ うで すけれ ど 、 私 もと

　　て も悩ん だ と い うこ と、その こ とを
一

言お伝 え しよ うと思 い ます 。 （宮内庁 2004a）
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資料 3　皇太子殿 下 外国 ご訪問前 の 記者会見内容 に 関 しての ご説明 （6月 8 日）

　私の 、ヨー ロ ッ パ 3 ヶ 国へ の 訪問前の 記者会見で の 発言に 関 して、少 し説明 した い と思

い ます 。

　記者会 見で は雅子が これ まで に積み上 げて きた経歴 と、そ の 経歴 も生か した 人格の 大切

な部分 を否定する ような動 きが あっ た、と い うこ とをお話 しました 。 その 具体的内容につ

い て 、 対象を特定 して 公 表する こ とが有益 とは思 い ませ ん し、今こ こ で細 か い こ とを言 う

こ とは差 し控 えた い と思 い ます 。 会見で 皆 さんに お伝 えした か っ た の は、私た ちが こ れ ま

で 直面 して きた状況 と今後に向けた話で す 。

　記者会見以降、こ れまで 外国訪問がで きない 状態が 続い て い た こ とや、い わゆ るお世継

ぎ問題 につ い て過度に注 目が 集まっ て い る よ うに感 じます。 しか し、もちろ ん それだ けで

は な く、伝 統や しきた り、プ レ ス へ の 対応等 々
、 皇室の 環境に適応 しよ うとして きた過程

で も、大変な努力が必要で した 。 私 は、これか ら雅子に は、本来の 自信 と 、 生 き生 きと し

た活力 を持 っ て 、その 経歴を十分に 生 か し、 新しい 時代を反映した活動を行 っ て ほ しい と

思 っ て い ます し、そ の ような環境づ くりが
一番大切 と考えて い ます 。

　会見で の発言 に つ い て は 、 個 々 の 動 きを批判す る つ もりは な く、 現状 に つ い て 皆 さん に

わか っ て い ただ きた い と思 っ て した もの です 。 しか しなが ら、結果 と して 、天皇皇后両陛

下 は じめ 、ご心配 をおかけ して しまっ た こ と に つ い て は心が痛み ます 。

　皆さん に 何よ りもお伝 え した い こ とは 、今後、雅子本人 も気力 と体力 を充実 させ 、本来

の元気 な 自分 を取 り戻 した上 で 、 公務 へ 復帰す るこ とを心か ら希望 して い る とい うこ とで

す。 雅
．
子の 復帰の た め に は、い ろ い ろ な工 夫や方策 も必要 と考えます し、公務の あ り方も

含め て宮 内庁 と もよ く話 し合 っ て い きた い と思 っ て い ます。多 くの 方の 暖か い お励 ましに、

私 も雅子 もた い へ ん感謝を して い ます 。 雅子が早 く健康を回復 し、復帰で きる よ う、 私自

身 も全力で 支えて い くつ もりで す 。

　最後に、雅子の 囘復の た め に は静か な環境が何 よ りも大切 と考えますの で 、引き続き暖

か く見守 っ て い た だけれ ば幸に存じます。（宮内庁 2004b）

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 − 2005．11、10受稿
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